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お
と
し
よ
り
の
健
康
を
守
る
た
め

医
師
会
の
協
力
を
得
て
、
毎
年
健
康

診
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
費
用
は

市
で
負
担
し
ま
す
か
ら
無
料
で
す
。

　
現
在
受
診
中
の
人
を
除
き
全
員
が

健
康
診
査
を
受
け
て
健
康
で
長
生
き

を
し
ま
し
ょ
う
。

　
今
年
の
計
画
は
次
の
と
お
り
で
す
．

対
象
者
大
正
六
年
四
月
一
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
。

実
施
時
期
　
九
月
（
予
定
）

　
詳
細
は
市
政
事
務
嘱
託
員
を
通
じ

て
配
布
す
る
受
診
券
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

◎
住
民
検
診
日
程

　
　
　
　
（
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
間
接
撮
影
・
成
人
病
検
診
）

期
　
　
日

検
診
時
間

会
　
場
　
名

対
　
象
　
地
　
区

午
前
9
時
30
分

～
午
前
1
1
時
3
0
分

中
条
公
　
民
館

太
子
堂
、
塚
田
、
中
条
八
幡
、

上
原

8
月
31
日
側

午
後
1
時

～
午
後
3
時

中
条
公
民
館
上
町
、
旭
ケ
丘
、
中
町

午
前
9
時
30
分

～
午
前
11
時
3
0
分

中
条
公
民
館
背
戸
、
下
町
、
中
条
旭
町

9
月
1
日
㈹

午
後
1
時

～
午
後
3
時

中
条
公
民
、
館
中
条
島
、
峠
、
梅
沢
、
中
条
新

田
、
北
原

午
前
9
時
30
分

～
午
前
n
時
3
0
分

山
谷
集
落
セ
ン
タ
ー

稲
葉
、
小
泉
一
・
三

9
月
2
日
困

午
後
1
時

～
午
後
3
時

山
谷
集
落
セ
ン
タ
ー

吉
田
山
谷
、
小
泉
二

午
前
9
時
30
分

～
午
前
11
時
3
0
分

吉
田

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

北
鐙
坂
一
・
二
・
三

9
月
3
日
㈲

午
後
1
時

～
午
後
3
時

吉
田

就
業
改
善
セ
ン
タ
ー

樽
沢
・
南
鐙
坂

午
前
9
時
3
0
分

～
午
前
11
時
30
分

高
島
集
会
場
高
島
園

9
月
4
日
樹

午
後
1
時
30
分

～
午
後
2
時

津
池
冬
季
分
校
津
　
　
池

　
　
　
　
　
　
旧
谷
内
丑
警
察
職
員

告
　
　
　
　
　
住
宅
敷
地
及
び
建
物
を

公
　
　
　
　
　
左
記
の
と
お
ヴ
公
売
し

　
　
　
　
　
ま
す
。
買
受
け
希
望
者

売
　
　
　
　
　
は
現
場
熟
覧
の
う
え
入

公
　
　
　
　
　
札
し
て
く
だ
さ
い
。

産
　
　
　
　
　
　
公
売
物
件

財
　
　
　
　
　
　
建
　
物

　
　
　
　
　
日
所
在
地
…
十
日
町
市

有
　
　
　
　
　
大
字
川
治
字
谷
内
丑
一
、

市
　
　
　
　
　
三
九
六
番
地
二

口
家
屋
番
号
…
川
治
一
八
七
番
地

㊧
種
類
…
居
宅
、
旧
谷
内
丑
警
察
職

員
住
宅

四
構
造
…
木
造
セ
メ
ン
ト
瓦
葺
平
屋

建
（
一
棟
二
戸
建
）

国
床
面
積
…
一
階
八
十
八
・
四
二
㎡

　
土
　
地

H
地
番
…
十
日
町
市
川
治
字
谷
内
丑

一
三
九
六
番
二

口
地
目
…
宅
地

日
面
積
…
台
帳
三
百
三
二
五
2
m

　
　
　
　
実
測
三
百
二
・
四
三
㎡

入
札
日
時
　
九
月
二
十
二
日
午
後
三

時入
札
会
場
　
市
役
所
小
会
議
室

入
札
資
格
者
　
市
内
に
住
所
を
有
す

る
個
人

現
場
説
明
　
九
月
二
十
二
田
午
後
一

時
三
十
分
、
現
地
集
合

入
札
保
証
金
　
各
自
見
積
額
の
百
分

の
五
以
上
。
入
札
保
証
金
は
入
札
終

了
後
に
還
付
し
ま
す
。
た
だ
し
、
落

札
者
の
入
札
保
証
金
は
契
約
保
証
金

に
充
当
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

　
詳
細
に
つ
い
て
は
財
政
課
管
財
係

（
雪
七
－
三
二
一
番
内
線
二
三
九
）

へ
。

民
生
委
員
交
代

　
　
　
　
の
お
知
ら
せ

　
八
月
一
日
付
で
つ
ぎ
の
地
区
の
民

生
委
員
（
児
童
委
員
）
が
交
代
に
な

り
ま
し
た
。

ニ
ツ
屋
・
船
坂
地
区
　
徳
永
重
光
さ

ん
か
ら
俵
山
正
之
さ
ん
に

桑
原
・
為
永
・
野
田
・
山
根
・
下
条

中
央
通
り
・
下
条
本
町
・
蟹
沢

村
山
栄
一
さ
ん
か
ら
池
田
利
一
さ
ん

に
　
停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
九
月
九
日
㈹
　
午
後
一
時
～
四

時
半
ま
で
、
新
座
第
四
、
四
日
町
第

一
、
中
条
八
幡
、
塚
田
の
各
一
部
、

五
軒
新
田
　
▼
九
月
十
七
日
困
　
午

前
九
時
～
正
午
ま
で
　
内
後
、
妻
有

町
東
一
、
河
内
町
、
寿
町
一
、
美
雪

町
一
、
二
、
川
治
下
町
第
二
の
各
一

部
、
妻
有
町
西
一
丁
目
、
妻
有
町
西

二
丁
目

9
月
分
乳
幼
児
検
診
日
程
表

※
個
人
通
知
を
忘
れ
ず
に
会
場
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
該
当
日
が
都
合
の
悪
い
か
た
、
個
人
通
知
の
い
か
な
い
か
た
で
会
社
等
で
受
診
さ
れ
な

　
い
か
た
は
も
よ
り
の
会
場
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
　
名

対
象
児

参
集
区
域

は
に

た
い

か
れ

の
き

児
を

月
歯

力
ら
　
　
0

6
か
い

歳
す
さ

3
ま
だ

●
　
り
く

児
あ
て

月
が
来

力
診
て

6
検
い

歳
科
が

1
歯
み

●お
願
い

3
歳
児
検
診

9
月
9
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

保
健
セ
ン
タ
ー

53
年
3
月

生
れ
の
児

城全

1
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

9
月
1
1
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時

蕊
年
3
月

生
れ
の
児

4
ヵ
月
児
検

診
並
び
に
育

児
　
学
　
級

9
月
2
5
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
1
時
半

56
年
5
月

生
れ
の
児

10

カ
月
児

身
体
測
定

9
月
1
7
日

　
（
木
）

午
後
1
時

～
3
時

茄
年
n
月

生
れ
の
児

（
該
当
外
で

も
希
望
の
あ

る
人
V

　市指定金融機関が
　　　交替になります

　市指定金融機関が、9月1日

から、北越銀行から第四銀行に

交替になり、市税などの公金の

収納、支払いの事務を取扱いま

す。

馨雛灘凝懸灘

…
6
日
中
条
病
院
（
北
原
）

　
　
　
　
　
8
7
の
3
0
1
8
番

　
　
　
上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
）

　
　
　
　
8
0
2
5
7
6
3
1
2
1
1
1
番

｝
1
3
日
　
大
島
医
院
（
川
原
町
）

　
　
　
　
　
8
2
の
2
9
5
7
番

…
1
5
日
　
山
ロ
医
院
（
下
条
中
央
通
り
）

…
（
敬
老
の
日
）
8
5
の
2
0
0
3
番

…
2
0
日
　
干
手
診
療
所
（
川
西
町
中
央
通
）

　
　
　
　
8
0
2
5
7
6
1
8
の
2
0
3
4
番

　
　
　
津
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）

　
　
　
　
魯
0
2
5
7
6
1
5
の
3
1
6
1
番

…
2
3
日
　
水
沢
診
療
所
（
土
市
第
三
）

…
（
秋
分
の
日
）
8
8
の
2
0
3
9
番

…
2
7
日
　
至
誠
堂
医
院
（
酉
浦
東
）

　
　
　
　
　
8
2
の
3
2
7
6
番

献血車日程
根茂織物9月7日（月）

商工福祉会館前9月8日（火）

時間はいずれも午前10時～午後3時

明日といわず今献血しましょう

むし歯のないよい子
　　　　　（8月分）

住　所 氏　名 保護者

稲荷町4 稲田　学 寛

本町6～3 水落　敦 光　男

高田町3南黒坂　絹香 富　治

寿　町　1 村山久美子 貞　夫

川治下町1 長谷川天平 順　一

市　之　沢 小泉　昭人 己登司

上　　　原 橋本　勝彦 道　世

中　条　島 樋熊　匠 猛

上　新　田 大島　洋 猛

原 生越　創 等

下条栄町 山田　陽子 睦

北　鐙　坂 島田　信弘 ＿　　士

　口
稲荷町4 矢口　達也 昭　一

○
－

：
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

－
O

　
　
鈷

　
　
赫

9庖5
　　口71号口
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事
業
所
数
・
従
業
者
数
と
も

前
回
下
回
る

　
七
月
一
日
現
在
で
全
国
い
っ
せ
い

に
実
施
さ
れ
た
事
業
所
統
計
調
査
の

結
果
（
概
数
）
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
．

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
事
業
所
数
に
つ

い
て
は
、
四
千
百
三
十
事
業
所
と
な

り
、
前
回
に
比
較
し
三
百
二
十
八
事

業
所
（
七
・
四
蓄
）
の
減
少
と
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
要
因
は
、
前
回
に

比
較
し
三
百
九
十
二
事
業
所
（
二
五

・
五
暫
）
の
大
幅
減
少
と
な
っ
た
「
出

ば
た
」
事
業
所
を
含
む
製
造
業
部

門
の
減
少
が
大
き
く
影
響
し
て
お
り

建
設
業
の
二
十
二
事
業
所
（
五
・
七

簿
）
、
卸
小
売
業
の
七
十
八
事
業
所

（
七
・
四
督
）
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
十

四
事
業
所
（
三
・
一
幹
）
の
増
加
も

吸
収
さ
れ
た
形
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
従
業
者
数
で
は
、
二
万
三
百
八
十

△
△
△
△
△
△
△
△
△
△

移動
一広寅と叢誓る去71

10月1日下条地区公民館

～
事
業
所
統
計
調
査
～

　
　
　
△

　
今
年
最
後
の
移
動
市
民
と
語
る
日
は
、

条
地
区
公
民
館
で
す
。

絡
は
総
務
課
企
画
広
報
係
（
8
七
ー
＝
二

一
番
内
線
二
三
六
）

市
民
と
語
る
日
は
市
役
所
で
す
ー

六
人
と
な
り
前
回
に
比
較
し
五
百
五

十
六
人
（
二
・
七
暫
V
減
で
あ
り
、

こ
の
要
因
と
し
て
は
事
業
所
数
同
様

人
員
が
減
少
傾
向
に
あ
る
繊
維
関
係

を
含
む
製
造
業
で
千
四
百
四
十
六
人

　
（
十
五
・
四
智
）
減
少
し
て
い
る
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
大

幅
な
人
員
減
少
と
な
っ
た
製
造
業
の

中
に
お
い
て
も
電
気
機
械
器
具
製
造

業
な
ど
一
部
の
分
野
で
は
人
員
が
増

加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

建
設
業
四
百
七
十
二
人
（
十
四
・
五

暫
）
、
卸
小
売
業
二
百
七
十
八
人

（
六
・
○
暫
）
、
運
輸
通
信
業
二
百
二

十
七
人
（
七
四
・
二
簿
）
な
ど
の
部

門
で
安
定
し
た
人
員
増
が
み
と
め
ら

れ
る
反
面
、
サ
ー
ビ
ス
業
の
分
野
で

は
、
あ
る
程
度
の
増
加
が
あ
る
も
の

ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム
ム

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下

　
　
　
　
　
問
い
合
わ
せ
と
ご
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
へ
1
十
一
月
一
日
の

｛、＿
、♪、

　　　、

鳶
ノ

z賦

＼
」
脳

｛　、

N　　，

，　／＼

午後3時～7時
の
、
従
業
者
数
で
は
逆
に
減
少
し
て

い
ま
す
。

　
総
じ
て
み
る
と
事
業
所
数
、
従
業

者
数
と
も
漸
減
基
調
に
変
り
は
な
い

も
の
の
、
事
業
所
数
の
減
少
度
に
比

較
し
、
従
業
者
の
そ
れ
は
鈍
化
し
て

お
り
、
そ
の
要
因
と
し
て
は
、
製
造

業
部
門
の
事
業
所
数
、
従
業
者
数
の

大
幅
な
減
少
を
、
第
二
次
産
業
で
は

建
設
業
、
鉱
業
部
門
、
第
三
次
産
業

で
は
卸
小
売
業
、
運
輸
通
信
業
部
門

の
増
加
で
補
っ
て
い
る
と
い
え
ま
す
．

お
済
み
で
し
ょ
う
か

　
　
　
　
　
　
1
下
水
道
ー

工
事
業
者
の
登
録
申
請

　
下
水
道
排
水
設
備
等
工
事
業
者
の

登
録
申
請
期
間
は
九
月
三
十
日
ま
で

で
す
。
登
録
申
請
が
済
ん
で
い
な
い

か
た
は
、
早
目
に
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
工
事
業
者
の
指
定
書
の
交

付
及
び
打
合
わ
せ
会
を
十
月
下
旬
頃

実
施
す
る
予
定
で
す
。

受
益
者
負
担
金
の
納
付

　
受
益
者
負
担
金
第
二
期
分
の
納
付

期
限
は
九
月
三
十
日
ま
で
で
す
。
納

付
の
済
ん
で
い
な
い
か
た
は
、
期
限

内
の
納
付
に
．
こ
協
力
く
だ
さ
い
。

　
水
洗
便
所
改
造
資
金
ア
ン
ケ

　
ー
ト
調
査

　
五
十
八
年
度
一
部
供
用
開
始
に
伴

な
う
水
洗
便
所
改
造
資
金
融
資
制
度

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
お
済

み
で
し
ょ
う
か
。
近
日
中
に
回
収
に

　第15回市民スポーツ大会
　　　　10月10日（体育の日）

※庭球　◆信濃川運動公園（軟式）

　　　　市営テニスコート（硬式）

※卓球　◆市民体育館

※排球　◆中条中学校体育館

※陸上　Φ十日町高校グラウンド

　　第1回市内駅伝（午後1時半出発）

　　十高グラウシド→東小入口→円通寺前→

　　中条中学→村昭石油前→よし本食堂前→

　　→十高グラウンド

※野球　◆信濃川運動公園、青少年野外スポ

　ーツセンター
※龍球　◆十日町中体育館、東小体育館

※体操　◆十日町高校体育館

※羽球　◆市民体育館（10月11日実施）

※柔道、剣道、相撲　◆武道館

お
伺
い
す
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
記

入
も
れ
等
が
な
い
か
も
う
一
度
目
を

通
し
て
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

市
職
員
募
集

　
昭
和
五
十
七
年
度
採
用
の
市
職
員

を
つ
ぎ
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

　
　
職
種
と
募
集
人
員

o
中
級
機
械
（
男
子
若
干
名
）

　
上
水
道
、
下
水
道
の
部
門
で
、
そ

れ
ぞ
れ
専
門
技
術
の
業
務
に
従
事

o
中
級
土
木
（
男
子
若
干
名
）

　
建
設
、
下
水
道
、
農
林
な
ど
の
部

門
で
専
門
技
術
の
業
務
に
従
事

o
上
級
水
質
（
男
子
若
干
名
）

　
環
境
衛
生
、
下
水
道
な
ど
の
部
門

で
専
門
技
術
の
業
務
に
従
事

o
上
級
一
般
事
務
（
男
子
若
干
名
）

　
調
査
、
徴
税
、
折
衡
な
ど
勤
務
が

深
夜
に
及
ぶ
な
ど
男
子
に
ふ
さ
わ
し

い
職
種

　
　
受
験
資
格

o
中
級
機
械
・
土
木
…
…
学
校
教
育

法
に
よ
る
大
学
、
短
大
“
・
、
高
等
専
門

学
校
及
び
専
門
学
校
の
機
械
系
、
土

木
系
課
程
の
卒
業
者
（
明
年
三
月
卒

業
見
込
者
を
含
む
）
で
、
昭
和
三
十

二
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
。

o
上
級
水
質
…
…
学
校
教
育
法
に
よ

る
大
学
の
化
学
科
な
ど
専
門
課
程
の

卒
業
者
（
明
年
三
月
卒
業
見
込
者
含

む
）
で
、
昭
和
三
十
二
年
四
月
二
日

以
降
に
生
ま
れ
た
人
．

○
上
級
一
般
事
務
…
…
学
校
教
育
法

に
よ
る
大
学
の
卒
業
者
（
明
年
三
月

卒
業
見
込
者
含
む
）
で
、
昭
和
三
十

二
年
四
月
二
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
。

　
　
試
験
期
日

　
　
第
一
次
試
験
…
十
一
月
七
日
出

第
二
次
試
験
…
十
一
月
下
旬

　
　
受
付
期
間

　
十
月
十
四
日
か
ら
十
月
二
十
七
日

　
（
消
印
有
効
）

　
　
申
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ

　
市
役
所
総
務
課
人
事
秘
書
係
（
8

七
i
一
二
二
番
内
線
二
三
三
）
へ
。
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十
日
町
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
郡
市

医
師
会
の
協
力
を
得
て
、
日
曜
・
祭

日
な
ど
の
休
日
に
、
十
一
病
院
が
当

番
制
で
休
日
救
急
診
療
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
体
制
を
一
次
救
急
医

療
体
制
と
い
い
、
比
較
的
軽
症
者
の

診
療
を
対
象
と
し
て
い
ま
し
た
。

　
十
月
一
日
か
ら
は
、
こ
の
一
次
救

急
医
療
体
制
に
、
病
院
群
輪
番
制
に

よ
る
二
次
救
急
医
療
体
制
を
加
え
、

よ
り
一
層
充
実
し
た
休
日
医
療
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
病
院
群
輪
番
制
と
い
う
の
は
、
休

日
に
お
い
て
、
い
く
つ
か
の
病
院
が

輪
番
制
を
組
み
、
当
番
に
あ
た
っ
た

病
院
は
必
要
な
医
師
を
配
置
し
、
救

急
専
用
病
床
を
確
保
し
て
重
症
患
者

の
診
療
に
対
応
す
る
体
制
を
い
い
、

こ
れ
を
第
二
次
救
急
医
療
体
制
と
よ

ん
で
い
．
ま
す
。

　
こ
の
体
制
が
で
き
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
こ
れ
ま
で
の
一
次
救
急
医
療
体

制
で
は
対
応
し
き
れ
な
か
っ
た
重
症

患
者
の
診
療
が
休
日
に
お
い
て
実
施

可
能
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

　
十
日
町
地
域
広
域
医
療
圏
で
は
、

県
立
十
日
町
病
院
、
厚
生
連
中
条
病

院
、
財
団
法
人
上
村
病
院
、
町
立
津

南
病
院
の
四
医
療
機
関
が
二
次
救
急

医
療
を
担
当
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
病
院
群
輪
番
制
を
含
め
た
、
休
日

救
急
医
療
体
制
の
基
本
的
な
考
え
方

は
左
図
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
休

日
に
お
け
る
病
院
群
輪
番
制
の
当
番

病
院
に
つ
い
て
は
十
日
町
市
役
所
（
8

七
－
三
二
一
番
）
ま
た
は
消
防
本

部
（
8
七
ー
一
五
五
五
番
）
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

昨
年
の
救
急
搬
送
業
務

　
昭
和
五
十
五
年
中
の
救
急
車
に
よ

る
搬
送
業
務
の
状
況
で
は
、
搬
送
患

者
総
数
は
千
七
十
人
で
、
搬
送
医
療

機
関
と
し
て
は
十
日
町
病
院
六
百
八

人
、
中
条
病
院
五
十
五
人
、
上
村
病

院
百
一
人
、
津
南
病
院
百
六
十
五
人
、

休
日
救
急
医
二
十
九
人
、
市
外
・
そ

の
他
百
十
二
人
と
な
づ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
休
日
に
お
け
る
搬
送

患
者
数
は
百
七
十
二
人
（
十
六
新
）

に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
自
家
用

車
等
で
病
院
に
い
っ
た
患
者
も
相
当

い
る
と
み
ら
れ
ま
す
。

ヤ
　
ぶ
が
　
ヤ
　
せ
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ

．
盤
篠
融
整
驚

“奪

歪
照
難
鞭
激
献

休日救急医

（1次救急医〉

’
裳

　　　　　　　い

欝参鍵，謬轄一一

　
こ
の
た
め
、
病
院
群
輪
番
制
を
は

じ
め
と
し
て
、
一
次
・
二
次
救
急
医

療
体
制
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
救
急
搬
送
体
制
の
上
か
ら
も
効
果

が
あ
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

傷病程度別
救急搬送者数

程度 人　数 程度 人　数

軽症 72 軽症 404

中症 56 中症 366

重症 43 重症 265

死亡 1 死亡 15

計 172 計 1，070

　十日町電報電話局からお知らせ

　「休日当番医がわからない。水道や動物死体処

理・年金などについて、どこに問い合わせたらよ

いかわからないjといったことでお困りになった

ことはありませんか。

　電報電話局では“104”で救急医療機関（救急指

定病院）や、担当公共機関の電話番号を9月21日か

ら案内します。

　　お祝い電報はお早目に
　結婚シーズンをむかえ、お祝い電報をうつ機会

がふえます。

　しかし、土曜日、日曜日、祝祭日及び大安の日

に式がかさなるため、当日電報を発信しても式に

間に合わないことが予想されます。このため電々

公社では、配達日の10日前から、配達日を指定し

た電報の受付を行っており、特に式の3日前まで

に発信すると1通に一）き150円の割引制度を設け

ていますので、お早目に申し込んでください．

　く祝電の混雑が予想される日＞

　10月3日（蜀、10月9日囲、10月18日（日1、10月24

日（土）、11月1日（日）、11月7日（む、11月13日囲

　交通規制のお知らせ
　一般県道岩沢中条線の平地内で、道路改良

工事のため9月11日～11月30日まで終日全面

交通止になっています。迂回路として、市道

塩野願入線を利用ください。

（縫薯昌救急）

．
義
難
響

　
十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施
設
組
合

の
第
二
焼
却
場
は
、
炉
の
修
理
を
行

う
た
め
十
月
五
日
～
十
月
三
十
一
日

ま
で
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
第
一
焼
却
場
は
平
常
ど
お
り
運
転

し
て
い
ま
す
が
、
処
理
能
力
が
少
な

い
た
め
、
焼
え
る
ご
み
の
持
ち
込
み

特
に
建
築
・
家
屋
廃
材
（
粗
大
ご
み
）

な
ど
に
つ
い
て
は
自
家
保
存
や
自
家

焼
却
を
す
る
な
ど
し
て
、
焼
却
場
へ

の
持
込
み
を
自
粛
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
．

　
ま
た
、
焼
却
場
は
祝
祭
目
に
は
業

務
を
休
ん
で
い
ま
す
の
で
、
ご
み
の

持
込
み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

九
月
は
が
ん
征
圧
月
間

　
九
月
は
が
ん
征
圧
月
間
で
す
。
が

ん
は
無
症
状
の
う
ち
に
芽
ば
え
ま
す
。

特
に
、
胃
貞
子
宮
、
乳
房
、
肺
な
ど

年
一
回
は
検
診
を
受
付
、
安
心
し
て

日
常
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

が
ん
の
危
険
信
号
八
力
条

胃
　
具
合
が
わ
る
く
、
食
欲
が
な
く
、

好
み
が
変
っ
た
り
し
な
い
か
。

子
宮
　
お
り
も
の
や
、
不
正
出
血
は

な
い
か
。

乳
房
　
乳
房
の
中
に
シ
コ
リ
は
な
い

か
。食

道
　
の
み
こ
む
と
き
に
、
つ
か
え

る
こ
と
は
な
い
か
。

大
腸
・
直
腸
便
に
、
血
や
粘
液
が

ま
じ
っ
た
り
し
な
い
か
。

肺
・
喉
頭
咳
が
続
い
た
り
、
疲
に

血
が
ま
じ
っ
た
り
、
声
が
か
す
れ
た

り
レ
な
い
か
。

舌
・
皮
膚
　
治
り
に
く
い
潰
瘍
は
な

い
か
。

腎
臓
・
膀
胱
・
前
立
線
　
尿
の
出
が

わ
る
か
っ
た
り
、
血
が
ま
じ
っ
た
り

し
な
い
か
。

　
こ
の
よ
う
な
症
状
が
あ
っ
た
ら
、

た
め
ら
わ
ず
専
門
医
の
検
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

人ロ10万人対比

がん死亡状況

ち狐£
全国

喫

51　　52　　53　　54　　55
年

55

年
度
胃
検
診

硬

十日町市年代別

がん死亡者数
（S55年）

40
人 34

30
人

20
20
人

11

10
人 5

9

1
30 40 50　60 70 80以
代 代 代　代 代 代上

◎
受
診
者
　
千
七
百
三
十
六
人

（
男
七
百
二
十
五
・
女
千
十
一
）

◎
精
密
検
査
受
診
　
二
百
十
九
人

　
異
常
な
し
百
五
十
三
人
、
胃
が
ん

二
人
、
ポ
リ
㌧
フ
七
人
、
胃
潰
瘍
九

人
、
そ
の
他
四
十
八
人

※
困
っ
た
こ
と
、
精
密
検
査
を
必
要

と
し
た
人
二
百
七
十
三
人
の
う
ち
、

受
診
者
が
二
百
十
一
人
だ
っ
た
こ
と
。

55

年
度
子
宮
が
ん
検
診

◎
受
診
者
　
千
七
百
九
十
五
人

検診結果
区　　　分 人数 割合（％》

後　　　　屈 172 9．6

筋　　　　腫 193 10．8
腔部ビラン 106 5．9

頸管ポリープ 26 1．4

そ　　の　　他 13 0．7

膣　　　　炎 31 1．7

割合は検診者数に対して
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市
議
会
九
月
定
例
会
で
「
克
雪
都

市
へ
の
主
張
と
方
針
の
公
表
ー
克

雪
都
市
宣
言
1
」
と
「
雪
処
理
に
関

す
る
条
例
」
が
制
定
さ
れ
、
市
民
ぐ

る
み
で
、
明
る
く
住
み
よ
い
雪
国
都

市
の
建
設
を
目
ざ
す
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
そ
こ
で
、
　
「
克
雪
都
市
宣
言
」
の

趣
旨
を
広
く
市
民
に
周
知
し
、
克
雪

に
つ
い
て
市
民
の
連
帯
意
識
の
高
揚

を
は
か
る
た
め
「
克
雪
シ
ン
ボ
ル
マ

i
Z
を
募
集
し
ま
す
。

　
募
集
内
容
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す

が
克
雪
に
ち
な
む
各
種
看
板
、
印
刷
物

な
ど
に
使
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

募
集
内
容

テ
ー
マ
　
克
雪
都
市
宣
言
の
テ
ー
マ

で
あ
る
「
克
雪
は
ふ
る
さ
と
を
愛
す

る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
」
を
基
調
に

特
に
克
雪
に
対
し
て
市
民
ぐ
る
み
で

立
ち
あ
が
っ
て
い
る
十
日
町
市
を
象

徴
し
た
も
の
と
し
ま
す
。

大
き
さ
　
十
抽
．
后
四
方
の
枠
内
に
お

さ
ま
る
も
の

色
数
　
地
色
を
含
め
て
三
色
以
内

ス
イ
ス
の
雪
崩
博
士
博
物
館
へ

イ
ン
デ
ル
ガ
ン
ト
さ
ん
は
、
京
都
で

開
催
さ
れ
た
み
ど
り
の
国
際
学
会
と

言
わ
れ
る
ユ
フ
・
世
界
大
会
に
参
加

す
る
た
め
来
日
し
て
い
た
も
の
で
、

十
日
町
市
の
印
象
を
「
き
も
の
は
美

し
い
。
ま
さ
に
芸
術
品
だ
。
こ
れ
だ

け
の
豪
雪
の
中
で
、
十
日
町
市
民
は

雪
ま
つ
り
な
ど
を
開
催
し
、
雪
を
楽

し
む
知
恵
を
も
っ
て
い
る
。
ス
イ
ス

に
も
、
雪
で
像
を
作
っ
て
い
る
と
こ

が
あ
る
が
規
模
が
ま
る
で
違
う
。
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
．
京
都
の
宿

で
着
た
浴
衣
が
気
に
入
っ
て
、
奥
さ

ん
の
分
も
お
み
や
げ
に
買
っ
て
帰
る

こ
と
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

締
切
り
　
十
月
三
十
一
日

応
募
先
　
市
役
所
市
民
生
活
課
環
境

係
（
溶
七
－
三
一
一
一
番
内
線
二
二

六
）賞

　
入
選
一
点
　
賞
金
二
万
円

　
　
佳
作
二
点
　
賞
金
五
千
円

審
査
　
市
で
委
嘱
し
た
審
査
委
員
会

が
行
い
ま
す
。

発
表
　
十
一
月
十
日
付
市
報
に
発
表

す
る
と
と
も
に
入
選
者
に
通
知
し
ま

す
。　

応
募
作
品
は
返
却
せ
ず
、
版
権
は

十
日
町
市
に
属
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

危
除
物

　
一
一
醒

顎
箸

の
お
知
ぢ
せ

　
九
月
十
四
日
の
午
後
、
ス
イ
ス
の
国

立
雪
な
だ
れ
研
究
所
第
三
研
究
室
長

の
H
・
イ
ン
デ
ル
ガ
ン
ト
さ
ん
が
、

ヒ
ョ
ッ
コ
リ
博
物
館
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
消
防
法
の
規
定
に
よ
る
危
険
物
取

扱
者
試
験
を
つ
ぎ
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
。

試
験
の
種
類
　
乙
種
危
険
物
取
扱
者

試
験
（
全
類
）
。
丙
種
危
険
物
取
扱

者
試
験

試
験
期
日
　
十
一
月
十
五
日
（
日
）

　
午
前
九
時
半
か
ら
（
午
前
中
）

試
験
場
所
　
受
験
願
書
受
付
け
後
、

本
人
に
受
験
票
で
通
知
し
ま
す
。

受
験
資
格
　
乙
種
…
実
務
経
験
六
カ

月
以
上
の
人
。
丙
種
…
実
務
経
験
な

ど
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

受
験
手
数
料
　
乙
種
…
二
千
円
。
丙

種
…
千
六
百
円

願
書
受
付
期
間
　
十
月
十
五
日
か
ら

十
月
二
十
四
日
（
当
日
消
印
有
効
）

　
願
書
は
、
消
防
本
部
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。

危
険
物
取
扱
署
試
験

準
備
麟
爆
翌
開

　
危
険
物
取
扱
者
試
験
に
先
だ
ち
、

県
危
険
物
安
全
協
会
で
は
、
そ
れ
に

備
え
て
、
受
験
準
備
講
習
会
を
つ
ぎ

の
要
領
で
実
施
し
ま
す
。

期
日
　
十
月
二
十
日
～
二
十
八
日

講
習
会
場
　
十
日
町
市
民
会
館

講
習
対
象
者
　
乙
種
第
四
類
危
険
物

取
扱
者

受
講
料
　
危
険
物
安
全
協
会
会
員
…

三
千
円
、
危
険
物
安
全
協
会
非
会
員

…
四
千
五
百
円
　
　
　
　
・

申
し
込
み
　
受
講
希
望
者
は
、
講
習

日
の
七
日
前
ま
で
に
、
十
日
町
地
域

消
防
本
部
予
防
課
ま
で
申
し
込
ん
で

ぐ
だ
さ
い
。

　
危
険
物
取
扱
者
試
験
、
準
備
講
習

会
の
問
い
合
わ
せ
は
、
消
防
本
部
予
防

課
（
8
七
ー
一
五
五
五
番
内
線
二
九
）

へ
。

親
切
迅
速
な
窓
ロ
を
め
ざ
し
て

　
1
0
／
11
～
1
0
／
1
7

　
　
行
政
相
談
週
間

　
日
常
生
活
の
中
で
、
国
、
県
や
公

団
、
公
社
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
苦

情
や
要
望
な
ど
を
お
持
ち
の
か
た
は

い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
当
市
で
は
、
つ

ぎ
の
二
日
間
を
行
政
相
談
日
と
し
て
相

談
に
応
じ
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
　
十
月
十
五
、
十
六
日

　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
四
時

場
所
　
市
役
所
市
民
相
談
室

相
談
員
　
行
政
相
談
委
員

　
　
　
　
岡
田
信
郎
（
中
条
島
）

付
加
年
金
で
老
後
は
安
心

　
小
学
校
の
P
T
A
の
集
会
が
終
わ

り
、
若
い
サ
マ
さ
ん
た
ち
が
お
茶
を

飲
み
な
が
ら
年
金
の
話
し
を
し
て
い

ま
す
。

ー
私
、
国
民
年
金
の
保
険
料
を
付

加
保
険
料
に
変
え
て
き
た
の

ー
付
加
保
険
料
っ
て
な
あ
に

1
奥
さ
ん
知
ら
な
か
？
た
の
。
国

民
年
金
の
保
険
料
に
は
二
種
類
あ
る

の
よ
。
奥
さ
ん
が
今
か
け
て
い
る
の

は
月
額
四
千
玉
石
円
で
七
ま
。

i
そ
う
よ

し
私
が
か
け
る
の
は
月
四
千
九
百

円
、
っ
ま
ウ
一
カ
月
四
百
円
多
く
か

け
る
わ
け
。

ー
そ
う
ず
る
と
ど
う
な
る
の

ー
老
後
に
受
け
る
年
金
の
額
が
多

く
な
る
の
、
年
を
と
っ
て
か
ら
の
お

金
っ
て
少
し
で
も
多
い
方
が
い
い
で

し
よ
，
つ
．
藷

ー
題
肇
お
雄
違
誘
㌣

L
二
十
五
年
が
け
た
場
ム
旦
で
年
に

　
六
万
円
違
う
そ
う
裟
、
二
『
郵
…
』

　
1
そ
れ
じ
ゃ
私
た
ち
は
．
六
十
歳

，
毒
義
か
皇
＋
年
位
か
薩
れ

　
る
か
ら
も
っ
と
多
く
な
為
力
識
轍
鴻

　
f
そ
う
よ
、
奥
さ
ん
も
健
翻
保
撫

　
に
変
え
た
ち

ー
そ
う
し
よ
う
か
隊
．
叢
講

　
続
き
癬
面
倒
な
病
で
し
ょ
う
。
㌧
「
．
　

∞
、

　
ー
簡
単
よ
，
年
金
係
の
窓
自
磯
得

　
く
か
電
議
で
転
い
い
そ
ゲ
よ
、

蒸
、
」
惑
も
、
，
磯
婁
懲
が
奏

　
じ
ゃ
な
い

　
ー
だ
っ
て
轟
ヵ
月
四
百
円
の
違
い

　
よ
。
今
四
百
穆
£
や
映
面
略
み
ら
れ

　
F
な
い
じ
ゃ
な
い
。

　
ー
そ
れ
も
そ
う
ね
。
私
磁
付
惣
課

　
険
料
に
変
え
る
わ
。
　
　
緩
険
ぞ
き
炉

　
　
※
ε
付
加
保
険
料
の
勲
蒸
犠
、
㌧
欝

　
け
出
を
し
た
月
か
ら
と
な
瀕
襲
ナ
鞠
F

・
賓
更
は
、
布
鍵
生
講
蘇
岬
金
係
ゐ
騰

ー
七
－
三
こ
一
番
内
線
纂
繋
汰
》
へ
、
◎

畠
転

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
十
月
一
日
㈱
　
午
前
九
時
～
午

後
三
時
ま
で
　
吉
瓦
山
谷
、
稲
葉
、

小
泉
第
一
の
各
一
部
、
小
泉
第
三

▼
十
月
二
日
團
午
前
九
時
～
午
後
三

時
ま
で
　
下
条
本
町
の
一
部
、
貝
ノ
川
、

水
口
、
新
保
、
下
山
、
新
光
寺
　
▼

十
月
十
二
日
㈲
　
正
午
～
午
後
四
時

ま
で
　
赤
倉
、
大
池
、
菅
沼
　
▼
十

月
十
三
日
㈹
　
午
前
八
時
～
午
後
一

時
ま
で
　
珠
川
　
▼
十
q
十
五
日
㈱

午
前
八
時
～
午
後
一
時
ま
で
　
北
原

の
一
部
、
市
之
沢
、
嘉
勝
、
轟
木
、

焼
野
、
池
谷
、
入
山
、
慶
地
、
魚
之

田
川
、
新
水
、
蕨
平
、
三
ツ
山
、
上

田
原
、
宇
田
ケ
沢
、
山
新
田
、
小
貫
、

殿
畑
、
東
枯
木
又
、
西
枯
木
又
、
中

条
菅
沼
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十
日
町
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
郡
市

医
師
会
の
協
力
を
得
て
、
日
曜
・
祭

日
な
ど
の
休
日
に
、
十
一
病
院
が
当

番
制
で
休
日
救
急
診
療
を
行
っ
て
き

ま
し
た
。
こ
の
体
制
を
一
次
救
急
医

療
体
制
と
い
い
、
比
較
的
軽
症
者
の

診
療
を
対
象
と
し
て
い
ま
し
た
。

　
十
月
一
日
か
ら
は
、
こ
の
一
次
救

急
医
療
体
制
に
、
病
院
群
輪
番
制
に

よ
る
二
次
救
急
医
療
体
制
を
加
え
、

よ
り
一
層
充
実
し
た
休
日
医
療
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
病
院
群
輪
番
制
と
い
う
の
は
、
休

日
に
お
い
て
、
い
く
つ
か
の
病
院
が

輪
番
制
を
組
み
、
当
番
に
あ
た
っ
た

病
院
は
必
要
な
医
師
を
配
置
し
、
救

急
専
用
病
床
を
確
保
し
て
重
症
患
者

の
診
療
に
対
応
す
る
体
制
を
い
い
、

こ
れ
を
第
二
次
救
急
医
療
体
制
と
よ

ん
で
い
．
ま
す
。

　
こ
の
体
制
が
で
き
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
こ
れ
ま
で
の
一
次
救
急
医
療
体

制
で
は
対
応
し
き
れ
な
か
っ
た
重
症

患
者
の
診
療
が
休
日
に
お
い
て
実
施

可
能
と
な
っ
た
わ
け
で
す
。

　
十
日
町
地
域
広
域
医
療
圏
で
は
、

県
立
十
日
町
病
院
、
厚
生
連
中
条
病

院
、
財
団
法
人
上
村
病
院
、
町
立
津

南
病
院
の
四
医
療
機
関
が
二
次
救
急

医
療
を
担
当
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
病
院
群
輪
番
制
を
含
め
た
、
休
日

救
急
医
療
体
制
の
基
本
的
な
考
え
方

は
左
図
の
と
お
り
で
す
。
な
お
、
休

日
に
お
け
る
病
院
群
輪
番
制
の
当
番

病
院
に
つ
い
て
は
十
日
町
市
役
所
（
8

七
－
三
二
一
番
）
ま
た
は
消
防
本

部
（
8
七
ー
一
五
五
五
番
）
に
問
い

合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

昨
年
の
救
急
搬
送
業
務

　
昭
和
五
十
五
年
中
の
救
急
車
に
よ

る
搬
送
業
務
の
状
況
で
は
、
搬
送
患

者
総
数
は
千
七
十
人
で
、
搬
送
医
療

機
関
と
し
て
は
十
日
町
病
院
六
百
八

人
、
中
条
病
院
五
十
五
人
、
上
村
病

院
百
一
人
、
津
南
病
院
百
六
十
五
人
、

休
日
救
急
医
二
十
九
人
、
市
外
・
そ

の
他
百
十
二
人
と
な
づ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
、
休
日
に
お
け
る
搬
送

患
者
数
は
百
七
十
二
人
（
十
六
新
）

に
の
ぼ
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
自
家
用

車
等
で
病
院
に
い
っ
た
患
者
も
相
当

い
る
と
み
ら
れ
ま
す
。

ヤ
　
ぶ
が
　
ヤ
　
せ
ヤ
　
　
　
　
　
ヤ

．
盤
篠
融
整
驚

“奪

歪
照
難
鞭
激
献

休日救急医

（1次救急医〉

’
裳

　　　　　　　い

欝参鍵，謬轄一一

　
こ
の
た
め
、
病
院
群
輪
番
制
を
は

じ
め
と
し
て
、
一
次
・
二
次
救
急
医

療
体
制
が
確
保
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ

て
救
急
搬
送
体
制
の
上
か
ら
も
効
果

が
あ
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

傷病程度別
救急搬送者数

程度 人　数 程度 人　数

軽症 72 軽症 404

中症 56 中症 366

重症 43 重症 265

死亡 1 死亡 15

計 172 計 1，070

　十日町電報電話局からお知らせ

　「休日当番医がわからない。水道や動物死体処

理・年金などについて、どこに問い合わせたらよ

いかわからないjといったことでお困りになった

ことはありませんか。

　電報電話局では“104”で救急医療機関（救急指

定病院）や、担当公共機関の電話番号を9月21日か

ら案内します。

　　お祝い電報はお早目に
　結婚シーズンをむかえ、お祝い電報をうつ機会

がふえます。

　しかし、土曜日、日曜日、祝祭日及び大安の日

に式がかさなるため、当日電報を発信しても式に

間に合わないことが予想されます。このため電々

公社では、配達日の10日前から、配達日を指定し

た電報の受付を行っており、特に式の3日前まで

に発信すると1通に一）き150円の割引制度を設け

ていますので、お早目に申し込んでください．

　く祝電の混雑が予想される日＞

　10月3日（蜀、10月9日囲、10月18日（日1、10月24

日（土）、11月1日（日）、11月7日（む、11月13日囲

　交通規制のお知らせ
　一般県道岩沢中条線の平地内で、道路改良

工事のため9月11日～11月30日まで終日全面

交通止になっています。迂回路として、市道

塩野願入線を利用ください。

（縫薯昌救急）

．
義
難
響

　
十
日
町
市
川
西
町
衛
生
施
設
組
合

の
第
二
焼
却
場
は
、
炉
の
修
理
を
行

う
た
め
十
月
五
日
～
十
月
三
十
一
日

ま
で
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
第
一
焼
却
場
は
平
常
ど
お
り
運
転

し
て
い
ま
す
が
、
処
理
能
力
が
少
な

い
た
め
、
焼
え
る
ご
み
の
持
ち
込
み

特
に
建
築
・
家
屋
廃
材
（
粗
大
ご
み
）

な
ど
に
つ
い
て
は
自
家
保
存
や
自
家

焼
却
を
す
る
な
ど
し
て
、
焼
却
場
へ

の
持
込
み
を
自
粛
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
．

　
ま
た
、
焼
却
場
は
祝
祭
目
に
は
業

務
を
休
ん
で
い
ま
す
の
で
、
ご
み
の

持
込
み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

九
月
は
が
ん
征
圧
月
間

　
九
月
は
が
ん
征
圧
月
間
で
す
。
が

ん
は
無
症
状
の
う
ち
に
芽
ば
え
ま
す
。

特
に
、
胃
貞
子
宮
、
乳
房
、
肺
な
ど

年
一
回
は
検
診
を
受
付
、
安
心
し
て

日
常
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
。

が
ん
の
危
険
信
号
八
力
条

胃
　
具
合
が
わ
る
く
、
食
欲
が
な
く
、

好
み
が
変
っ
た
り
し
な
い
か
。

子
宮
　
お
り
も
の
や
、
不
正
出
血
は

な
い
か
。

乳
房
　
乳
房
の
中
に
シ
コ
リ
は
な
い

か
。食

道
　
の
み
こ
む
と
き
に
、
つ
か
え

る
こ
と
は
な
い
か
。

大
腸
・
直
腸
便
に
、
血
や
粘
液
が

ま
じ
っ
た
り
し
な
い
か
。

肺
・
喉
頭
咳
が
続
い
た
り
、
疲
に

血
が
ま
じ
っ
た
り
、
声
が
か
す
れ
た

り
レ
な
い
か
。

舌
・
皮
膚
　
治
り
に
く
い
潰
瘍
は
な

い
か
。

腎
臓
・
膀
胱
・
前
立
線
　
尿
の
出
が

わ
る
か
っ
た
り
、
血
が
ま
じ
っ
た
り

し
な
い
か
。

　
こ
の
よ
う
な
症
状
が
あ
っ
た
ら
、

た
め
ら
わ
ず
専
門
医
の
検
診
を
受
け

ま
し
ょ
う
。

人ロ10万人対比

がん死亡状況

ち狐£
全国

喫

51　　52　　53　　54　　55
年

55

年
度
胃
検
診

硬

十日町市年代別

がん死亡者数
（S55年）

40
人 34

30
人

20
20
人

11

10
人 5

9

1
30 40 50　60 70 80以
代 代 代　代 代 代上

◎
受
診
者
　
千
七
百
三
十
六
人

（
男
七
百
二
十
五
・
女
千
十
一
）

◎
精
密
検
査
受
診
　
二
百
十
九
人

　
異
常
な
し
百
五
十
三
人
、
胃
が
ん

二
人
、
ポ
リ
㌧
フ
七
人
、
胃
潰
瘍
九

人
、
そ
の
他
四
十
八
人

※
困
っ
た
こ
と
、
精
密
検
査
を
必
要

と
し
た
人
二
百
七
十
三
人
の
う
ち
、

受
診
者
が
二
百
十
一
人
だ
っ
た
こ
と
。

55

年
度
子
宮
が
ん
検
診

◎
受
診
者
　
千
七
百
九
十
五
人

検診結果
区　　　分 人数 割合（％》

後　　　　屈 172 9．6

筋　　　　腫 193 10．8
腔部ビラン 106 5．9

頸管ポリープ 26 1．4

そ　　の　　他 13 0．7

膣　　　　炎 31 1．7

割合は検診者数に対して
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市
議
会
九
月
定
例
会
で
「
克
雪
都

市
へ
の
主
張
と
方
針
の
公
表
ー
克

雪
都
市
宣
言
1
」
と
「
雪
処
理
に
関

す
る
条
例
」
が
制
定
さ
れ
、
市
民
ぐ

る
み
で
、
明
る
く
住
み
よ
い
雪
国
都

市
の
建
設
を
目
ざ
す
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　
そ
こ
で
、
　
「
克
雪
都
市
宣
言
」
の

趣
旨
を
広
く
市
民
に
周
知
し
、
克
雪

に
つ
い
て
市
民
の
連
帯
意
識
の
高
揚

を
は
か
る
た
め
「
克
雪
シ
ン
ボ
ル
マ

i
Z
を
募
集
し
ま
す
。

　
募
集
内
容
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
す

が
克
雪
に
ち
な
む
各
種
看
板
、
印
刷
物

な
ど
に
使
用
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

募
集
内
容

テ
ー
マ
　
克
雪
都
市
宣
言
の
テ
ー
マ

で
あ
る
「
克
雪
は
ふ
る
さ
と
を
愛
す

る
こ
と
か
ら
は
じ
ま
る
」
を
基
調
に

特
に
克
雪
に
対
し
て
市
民
ぐ
る
み
で

立
ち
あ
が
っ
て
い
る
十
日
町
市
を
象

徴
し
た
も
の
と
し
ま
す
。

大
き
さ
　
十
抽
．
后
四
方
の
枠
内
に
お

さ
ま
る
も
の

色
数
　
地
色
を
含
め
て
三
色
以
内

ス
イ
ス
の
雪
崩
博
士
博
物
館
へ

イ
ン
デ
ル
ガ
ン
ト
さ
ん
は
、
京
都
で

開
催
さ
れ
た
み
ど
り
の
国
際
学
会
と

言
わ
れ
る
ユ
フ
・
世
界
大
会
に
参
加

す
る
た
め
来
日
し
て
い
た
も
の
で
、

十
日
町
市
の
印
象
を
「
き
も
の
は
美

し
い
。
ま
さ
に
芸
術
品
だ
。
こ
れ
だ

け
の
豪
雪
の
中
で
、
十
日
町
市
民
は

雪
ま
つ
り
な
ど
を
開
催
し
、
雪
を
楽

し
む
知
恵
を
も
っ
て
い
る
。
ス
イ
ス

に
も
、
雪
で
像
を
作
っ
て
い
る
と
こ

が
あ
る
が
規
模
が
ま
る
で
違
う
。
」
と

話
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
．
京
都
の
宿

で
着
た
浴
衣
が
気
に
入
っ
て
、
奥
さ

ん
の
分
も
お
み
や
げ
に
買
っ
て
帰
る

こ
と
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

締
切
り
　
十
月
三
十
一
日

応
募
先
　
市
役
所
市
民
生
活
課
環
境

係
（
溶
七
－
三
一
一
一
番
内
線
二
二

六
）賞

　
入
選
一
点
　
賞
金
二
万
円

　
　
佳
作
二
点
　
賞
金
五
千
円

審
査
　
市
で
委
嘱
し
た
審
査
委
員
会

が
行
い
ま
す
。

発
表
　
十
一
月
十
日
付
市
報
に
発
表

す
る
と
と
も
に
入
選
者
に
通
知
し
ま

す
。　

応
募
作
品
は
返
却
せ
ず
、
版
権
は

十
日
町
市
に
属
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

危
除
物

　
一
一
醒

顎
箸

の
お
知
ぢ
せ

　
九
月
十
四
日
の
午
後
、
ス
イ
ス
の
国

立
雪
な
だ
れ
研
究
所
第
三
研
究
室
長

の
H
・
イ
ン
デ
ル
ガ
ン
ト
さ
ん
が
、

ヒ
ョ
ッ
コ
リ
博
物
館
を
訪
れ
ま
し
た
。

　
消
防
法
の
規
定
に
よ
る
危
険
物
取

扱
者
試
験
を
つ
ぎ
の
と
お
り
実
施
し

ま
す
。

試
験
の
種
類
　
乙
種
危
険
物
取
扱
者

試
験
（
全
類
）
。
丙
種
危
険
物
取
扱

者
試
験

試
験
期
日
　
十
一
月
十
五
日
（
日
）

　
午
前
九
時
半
か
ら
（
午
前
中
）

試
験
場
所
　
受
験
願
書
受
付
け
後
、

本
人
に
受
験
票
で
通
知
し
ま
す
。

受
験
資
格
　
乙
種
…
実
務
経
験
六
カ

月
以
上
の
人
。
丙
種
…
実
務
経
験
な

ど
の
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

受
験
手
数
料
　
乙
種
…
二
千
円
。
丙

種
…
千
六
百
円

願
書
受
付
期
間
　
十
月
十
五
日
か
ら

十
月
二
十
四
日
（
当
日
消
印
有
効
）

　
願
書
は
、
消
防
本
部
に
用
意
し
て

あ
り
ま
す
。

危
険
物
取
扱
署
試
験

準
備
麟
爆
翌
開

　
危
険
物
取
扱
者
試
験
に
先
だ
ち
、

県
危
険
物
安
全
協
会
で
は
、
そ
れ
に

備
え
て
、
受
験
準
備
講
習
会
を
つ
ぎ

の
要
領
で
実
施
し
ま
す
。

期
日
　
十
月
二
十
日
～
二
十
八
日

講
習
会
場
　
十
日
町
市
民
会
館

講
習
対
象
者
　
乙
種
第
四
類
危
険
物

取
扱
者

受
講
料
　
危
険
物
安
全
協
会
会
員
…

三
千
円
、
危
険
物
安
全
協
会
非
会
員

…
四
千
五
百
円
　
　
　
　
・

申
し
込
み
　
受
講
希
望
者
は
、
講
習

日
の
七
日
前
ま
で
に
、
十
日
町
地
域

消
防
本
部
予
防
課
ま
で
申
し
込
ん
で

ぐ
だ
さ
い
。

　
危
険
物
取
扱
者
試
験
、
準
備
講
習

会
の
問
い
合
わ
せ
は
、
消
防
本
部
予
防

課
（
8
七
ー
一
五
五
五
番
内
線
二
九
）

へ
。

親
切
迅
速
な
窓
ロ
を
め
ざ
し
て

　
1
0
／
11
～
1
0
／
1
7

　
　
行
政
相
談
週
間

　
日
常
生
活
の
中
で
、
国
、
県
や
公

団
、
公
社
な
ど
の
仕
事
に
つ
い
て
苦

情
や
要
望
な
ど
を
お
持
ち
の
か
た
は

い
な
い
で
し
ょ
う
か
。
当
市
で
は
、
つ

ぎ
の
二
日
間
を
行
政
相
談
日
と
し
て
相

談
に
応
じ
ま
す
。
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日
時
　
十
月
十
五
、
十
六
日

　
　
　
午
前
十
時
～
午
後
四
時

場
所
　
市
役
所
市
民
相
談
室

相
談
員
　
行
政
相
談
委
員

　
　
　
　
岡
田
信
郎
（
中
条
島
）

付
加
年
金
で
老
後
は
安
心

　
小
学
校
の
P
T
A
の
集
会
が
終
わ

り
、
若
い
サ
マ
さ
ん
た
ち
が
お
茶
を

飲
み
な
が
ら
年
金
の
話
し
を
し
て
い

ま
す
。

ー
私
、
国
民
年
金
の
保
険
料
を
付

加
保
険
料
に
変
え
て
き
た
の

ー
付
加
保
険
料
っ
て
な
あ
に

1
奥
さ
ん
知
ら
な
か
？
た
の
。
国

民
年
金
の
保
険
料
に
は
二
種
類
あ
る

の
よ
。
奥
さ
ん
が
今
か
け
て
い
る
の

は
月
額
四
千
玉
石
円
で
七
ま
。

i
そ
う
よ

し
私
が
か
け
る
の
は
月
四
千
九
百

円
、
っ
ま
ウ
一
カ
月
四
百
円
多
く
か

け
る
わ
け
。

ー
そ
う
ず
る
と
ど
う
な
る
の

ー
老
後
に
受
け
る
年
金
の
額
が
多

く
な
る
の
、
年
を
と
っ
て
か
ら
の
お

金
っ
て
少
し
で
も
多
い
方
が
い
い
で

し
よ
，
つ
．
藷

ー
題
肇
お
雄
違
誘
㌣

L
二
十
五
年
が
け
た
場
ム
旦
で
年
に

　
六
万
円
違
う
そ
う
裟
、
二
『
郵
…
』

　
1
そ
れ
じ
ゃ
私
た
ち
は
．
六
十
歳

，
毒
義
か
皇
＋
年
位
か
薩
れ

　
る
か
ら
も
っ
と
多
く
な
為
力
識
轍
鴻

　
f
そ
う
よ
、
奥
さ
ん
も
健
翻
保
撫

　
に
変
え
た
ち

ー
そ
う
し
よ
う
か
隊
．
叢
講

　
続
き
癬
面
倒
な
病
で
し
ょ
う
。
㌧
「
．
　

∞
、

　
ー
簡
単
よ
，
年
金
係
の
窓
自
磯
得

　
く
か
電
議
で
転
い
い
そ
ゲ
よ
、

蒸
、
」
惑
も
、
，
磯
婁
懲
が
奏

　
じ
ゃ
な
い

　
ー
だ
っ
て
轟
ヵ
月
四
百
円
の
違
い

　
よ
。
今
四
百
穆
£
や
映
面
略
み
ら
れ

　
F
な
い
じ
ゃ
な
い
。

　
ー
そ
れ
も
そ
う
ね
。
私
磁
付
惣
課

　
険
料
に
変
え
る
わ
。
　
　
緩
険
ぞ
き
炉

　
　
※
ε
付
加
保
険
料
の
勲
蒸
犠
、
㌧
欝

　
け
出
を
し
た
月
か
ら
と
な
瀕
襲
ナ
鞠
F

・
賓
更
は
、
布
鍵
生
講
蘇
岬
金
係
ゐ
騰

ー
七
－
三
こ
一
番
内
線
纂
繋
汰
》
へ
、
◎

畠
転

停
電
の
お
知
ら
せ

　
▼
十
月
一
日
㈱
　
午
前
九
時
～
午

後
三
時
ま
で
　
吉
瓦
山
谷
、
稲
葉
、

小
泉
第
一
の
各
一
部
、
小
泉
第
三

▼
十
月
二
日
團
午
前
九
時
～
午
後
三

時
ま
で
　
下
条
本
町
の
一
部
、
貝
ノ
川
、

水
口
、
新
保
、
下
山
、
新
光
寺
　
▼

十
月
十
二
日
㈲
　
正
午
～
午
後
四
時

ま
で
　
赤
倉
、
大
池
、
菅
沼
　
▼
十

月
十
三
日
㈹
　
午
前
八
時
～
午
後
一

時
ま
で
　
珠
川
　
▼
十
q
十
五
日
㈱

午
前
八
時
～
午
後
一
時
ま
で
　
北
原

の
一
部
、
市
之
沢
、
嘉
勝
、
轟
木
、

焼
野
、
池
谷
、
入
山
、
慶
地
、
魚
之

田
川
、
新
水
、
蕨
平
、
三
ツ
山
、
上

田
原
、
宇
田
ケ
沢
、
山
新
田
、
小
貫
、

殿
畑
、
東
枯
木
又
、
西
枯
木
又
、
中

条
菅
沼
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都市に緑と公園を4
　　　　　　…10月は都市緑化月間…

　都市における緑豊かな生活環境の確保を総合的に推進するため、

毎年10月1日から31日までの／カ月間がr都市緑化月間」として

さだめられています。

　今年度は都市公園法施行25周年でもあり、「安全と健康は緑の街

から」をサブテーマに、都市公園整備推進大会が全国各地で開催

’
●

嫉

　
旧

間
甫

目
P醗櫛

p

ー
靴「

い
・

　ま蓼騨、

検

されるほか、一般募金活

動が全国的規模で展開さ

れます。うるおいのある

街、緑豊かな街づくりを

めざし、私達一人ひとり

のそして地域ぐるみの理

解と協力で緑の保全美化

に努めましょう。

愛
と
人
間
讃
歌
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

映
画
「
い
ま
で
き
る
こ
と
」
を
上
映

～
手
話
サ
ー
ク
ル
～

　
国
際
障
害
者
年
の
『
完
全
参
加
と

平
等
」
の
テ
ー
マ
を
実
り
あ
る
も
の

に
と
作
ら
れ
た
映
画
“
い
ま
で
き
る

こ
と
”
を
下
記
の
β
程
で
上
映
い
た

し
ま
す
。
ド
キ
論
メ
ン
ト
に
描
か
れ

た
障
害
を
も
つ
子
ど
も
た
ち
、
青
年

た
ち
の
ひ
た
す
ら
に
生
き
る
真
実
の

姿
が
深
い
感
動
を
呼
ん
で
い
る
も
の

で
す
。
．

　
手
話
サ
墾
ク
ル
（
函
中
伊
作
会
長
）
．

が
七
月
か
ら
行
っ
て
い
た
手
話
講
習

下
条
藤
田
タ
ケ
さ
ん

藤
田
タ
ケ
さ
ん
は
、
明
治
十
四
年

生
ま
れ
、
戸
籍
上
は
十
一
月
七
日
生

ま
れ
で
す
が
、
本
当
は
八
月
八
日
が

誕
生
日
、
満
百
歳
で
す
。

　
十
五
日
、
県
の
矢
部
障
害
福
祉
課

長
、
諸
里
市
長
ら
が
お
祝
い
に
か
け

つ
け
る
と
キ
チ
ン
と
正
座
し
、
威
儀

を
正
し
て
迎
え
、
百
年
を
生
き
抜
い

た
明
治
女
の
気
骨
を
み
せ
て
い
ま
し

た
。
温
い
家
族
に
囲
ま
れ
て
平
和
な

毎
日
で
す
。

会
の
最
終
と
い
う
こ
と
に
併
せ
、
こ

の
映
画
の
上
映
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
広
く
市
民
の
皆
き
ん
と
共
通
の
場

で
障
害
者
問
題
に
対
す
る
理
解
を
深

め
る
こ
と
に
役
立
つ
も
σ
と
願
っ
て

い
ま
す
。

o
と
き
＋
月
三
旦
O
瞬
、

　
　
　
　
　
　
夜
　
七
時
か
ら

0
と
こ
ろ
市
民
会
館

O
入
場
は
無
料
で
す
の
で
多
数
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

な
つ
メ
ロ
歌
謡

チ
ャ
リ
テ
ィ
シ

　
共
同
募
金
会
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お

り
、
「
な
つ
メ
ロ
歌
謡
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ

ョ
ウ
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
現
在
、
各
団
体
の
奉
仕
者
等
の
ご

協
力
に
よ
り
入
場
券
を
発
売
し
て
い

ま
す
の
で
、
多
数
の
み
な
さ
ん
の
ご

ヨ
ウ
を
開
催

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
日
時
十
月
四
日
（
日
）
午
後
二
時

　
　
　
　
か
ら
と
午
後
六
時
三
十
分

　
　
　
　
か
ら
の
二
回
興
業
で
す
。

　
場
所
　
市
民
体
育
館

　
出
演
者
　
な
つ
メ
ロ
愛
好
会

地
域
特
別
分
醸
住
宅
購
入
者
に
利
子
補
給

　
県
で
は
、
持
家
取
得
の
推
進
を
図

る
た
め
、
県
住
宅
供
給
公
社
の
地
域

特
別
分
譲
住
宅
を
購
入
し
た
人
に
対

し
利
子
補
給
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
地
域
特
別
分
譲
住
宅
と
は

　
住
宅
金
融
公
庫
の
割
増
融
資
と
県

か
ら
の
援
助
に
よ
り
購
入
者
の
負
担

を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
公

社
の
分
譲
住
宅
で
す
。

▼
公
庫
の
割
増
融
資

　
通
常
の
公
社
分
譲
住
宅
よ
り
二
百

五
十
～
三
百
万
円
程
度
の
割
増
融
資

（
年
利
五
・
五
欝
）
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

　
例
　
分
譲
価
格
　
千
七
百
万
円

　
　
　
公
庫
融
資
　
九
百
六
十
万
円

　
　
　
（
通
常
は
七
百
十
万
円
）

▼
県
の
援
助

　
公
庫
償
還
残
金
の
一
鄭
相
当
額
を

五
年
間
利
子
補
給
し
ま
す
。

▼
分
譲
住
宅
を
購
入
で
き
る
人

o
前
年
一
年
間
の
収
入
金
額
が
、
給

与
所
得
の
み
の
人
の
場
合
、
三
百
九

十
万
円
以
下
、
そ
の
他
の
人
の
場
合

二
百
六
十
七
万
円
以
下
の
人
で
す
。

O
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
人

▼
分
譲
住
宅
の
申
込
み
受
付
期
間

　
　
昭
和
五
十
六
年
九
月
二
十
日
か

　
ら
十
月
三
日
ま
で
。

▼
分
譲
団
地

　
十
日
町
市
上
原
（
八
戸
）

▼
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
建
設

部
建
設
課
建
築
住
宅
係
（
8
七
ー
三

一
一
一
番
内
線
二
五
〇
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

小
干
谷
市
で
県
芸
術
祭
特
別
公
演

”
新
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
合
奏
団
”

　
県
芸
術
祭
特
別
公
演
「
新
ヴ
ィ
ヴ

ァ
ル
デ
ィ
合
奏
団
」
の
公
演
が
小
千

谷
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
■
日
時

　
　
　
十
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
午
後
六
時
半
開
演

　
■
場
所
　
小
千
谷
市
民
会
館

　
■
申
込
み
　
招
待
状
を
直
接
本
人

　
に
送
り
ま
す
の
で
「
招
待
状
申
込

み
」
を
小
千
谷
市
民
会
館
「
新
ヴ
ィ

ヴ
ァ
ル
デ
ィ
合
奏
団
」
公
演
係
あ
て

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
ゆ
ず
り
ま
す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

◆
9
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

オ
　
ル
　
ガ
　
ン

中
　
古

一
万
円

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

シ
ャ
ン
デ
リ
ア

〃

三
千
円

ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ

（
ス
ズ
キ
フ
ロ
ン
テ
）

中
　
古

五
千
円

三
輪
バ
イ
ク

〃

六
万
円

ポ
ラ
ロ
イ
ド
カ
メ
ラ

〃

七
千
円

ス
ノ
ー
ス
パ
イ
ク

ラ
　
　
ジ
　
　
ア
　
　
ル

〃

三
万
円

シ
ル
バ
ー
編
機

シ
ル
バ
i
編
機

〃〃

三
万
五
千
円

～
四
万
円

一
万
円

ス
　
テ
　
レ
　
オ

〃

一
万
五
千
円

～
二
万

あ
　
ん
　
ま
　
機

〃

三
万
円

ゴ
　
ム
　
編
　
機

パ
ナ
グ
リ
ル

〃〃

一
万
五
千
円

五
千
円

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

レ
　
ジ
　
ス
　
タ
　
ー

〃

二
万
円

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

長
府
ふ
ろ
葦

〃

相
談
で

べ
ど
ー
ベ
ッ
ト

中
　
古

三
千
円

雨
五
千
円

瞬
間
湯
わ
か
し
器

〃

〃

う
　
　
ば
　
　
車

〃

相
談
で

天
体
望
遠
鏡

〃

一
万
円

カ
　
ラ
　
オ
　
ケ

〃

一
万
五
千
円

（5）”1”””“1”lllll”盈rお”936」田25ぜ訓『“IIII”II””1“1”ll“1”””II”IIll”1””lllll”ll“ll1”1””lll”“llII”llll”llII”“mlgIII”巳lll”II”1“”1””lll“11”Ill”1昭和56年9月25日

宿展にとう碧
　～作晶募集中～
◆会期　10月9日働・10日d，

　　　午前9時～午後8時

　　　10月11日（日）

　　　午前9時～午後4時

◆会場十日町市公民館
　　　　　　（市民会館）

◆作晶　10月2日㈹
　搬入　午前9時～午後8時30分

◆作晶　第1部　日本画

　　　第2部洋画
　　　第3部新しい美術

　　　第4部彫塑
　　　第5部工芸
　　　第6部書道
　　　第7部写真

第28回
▼
今
年
の
課
題

A
…
い
ま
学
園
（
職
場
）
か
ら
訴
え

る
　
B
…
わ
た
し
の
挑
戦
　
C
…
ひ

と
つ
の
出
合
い
　
D
…
同
世
代
へ
の

提
言
　
E
…
国
際
社
会
と
青
年

▼
参
加
資
格

　
昭
和
三
十
一
年
一
月
十
六
日
か
ら

昭
和
四
十
一
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

青
年
の
主
張
・
原
稿
を
募
集

　
　
　
　
　
－
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
新
潟
県
大
会
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
れ
た
人
で
県
内
居
住
し
て
お
り
、

　
性
別
、
職
業
、
学
歴
、
国
籍
は
不
問
。

　
▼
締
切
り
…
十
月
一
・
一
十
三
日
囲

　
▼
応
募
方
法
　
課
題
か
ら
一
つ
選
び

　
五
分
以
内
で
発
表
終
え
る
原
稿
（
千

　
六
百
字
位
）
と
し
て
〒
九
五
〇
　
新

　
潟
市
弁
天
一
、
N
H
K
新
潟
放
送
局

　
青
年
の
主
張
係
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
．

：
き
り
と
り
線

　犬の登録と狂犬病予防注射を実施

　生後3ヵ月以上の犬は年1回の登録と年2

回の狂犬病予防注射を受けなければならない

ことになっています。今年の第2回の狂犬病

予防注射を下記の日程により実施しますので・

都合のよい会場においでください。

　犬の注射（登録）申込書は裏面にあります。

　　　　目　　程　　表

　◆青少年ホーム◆　3後期講座生募集3
十日町市勤労青少年ホームでは、後期講座を10月

から開講します。お早めに申込んで下さい。

◎期問　10月～3月
◎内容

講
座
名

実
習
日

募
集

　
人
員

教
材
費

（
一
ヵ
月
）

開
講
式

第
一

　
　
木
曜
日

第
三

三
十
名

千
二
百
円

十
月
一
日

花
　
道

第
二

　
　
木
曜
日

第
四

三
十
名

千
二
百
円

十
月
八
日

第
一

　
　
水
曜
日

第
三

二
十
名

七
百
円

十
月
七
日

料
　
理

第
二

　
　
水
曜
日

第
四

二
十
名

七
百
円

十
月
茜
日

茶
　
道

毎
週
月
曜
日

十
五
名

五
百
円

十
月
五
日

き
も
の

着
　
付

毎
週
金
曜
日

二
十
名

七
百
円

十
月
二
日

・NSTテレビで
』
憶
き
ろ
も 会儲凝孫慧纏鱈

1鐙丹2縫働午後2織．ノ・

撃鱗膿ん鱗嚢、
婚6り会の活難淋牽欝群策公驚

館（本譲）か敷監中継さ蕊審ず・

日（曜） 会　　場　　名 時　　間

10月13日

火曜日

川　　治　公　民　館 10：30～11：30

吉　田　集　会　所 13：30～13：40

就業改善センター 13：50～14；20

真　　田　小　学　校 14：30～14：40

名　ケ　山小学校 15：00～15：10

中’条　公　民　館 10：30～11：30

下　条　公　民　館 13：30～14：20

東下組生活改善センター 14：40～15：00

10月14日

水曜日

八　箇　小　学　校 10：10～10：40

羽　　根　　川　　荘 11：00～11：30

＋日町市民体育館 13：30～15：00

水　沢　出　張　所 10：30～11：30

馬　場　飼　育　所 13：30～14：20

野　中　小　学　校 14：40～15：00

10月15日
木曜日

十　日　町　保　健　所 10：30～1L30

大　井　田　公　民　館 13：30～14：30

10月16日
金曜日

新水克雪センター 10：30～10：50

赤　　倉　　分　　校 11120～11：30

：
き
り
と
り
線

り線とりき

◎受講資格　市内で働く青少年
◎申し込み　十日町市勤労青少年ホーム（盈7－8918番

　　　　　定貝になり次第締切ります。

第
三
回

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
蕨
蔭
遍
僕
で
健
康
保

持
と
地
域
ク
ラ
ブ
の
交
流
を
は
か
る

た
め
、
第
三
回
高
齢
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
を
つ
ぎ
の
要
項
で
開
催
し
ま

す
の
で
多
数
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
期
日
　
十
月
二
日
（
雨
天
…
三
日
）

　
　
　
　
　
午
前
九
時
か
ら

◎
会
場
　
市
営
城
ケ
丘
野
球
場

◎
参
加
資
格
　
市
内
在
住
六
十
歳
以

上
の
人
で
、
①
、
一
チ
ー
ム
五
名
と

し
一
名
は
主
将
　
②
、
同
一
人
が
ニ

チ
ー
ム
以
上
に
出
場
で
き
な
い
。

◎
参
加
料
　
一
チ
ー
ム
　
千
円

　
　
（
申
込
時
に
納
入
す
る
）

◎
申
込
み
　
九
月
二
十
九
日
図
ま
で

に
市
役
所
体
育
課
（
台
七
！
三
一
一

一
番
内
線
二
七
五
）
へ
。

◎
集
合
時
間
な
ど
　
集
合
は
午
前
九

時
、
試
合
開
始
は
九
時
三
十
分

◎
そ
の
他
　
昼
食
は
参
加
者
が
用
意

す
る
こ
と
。
用
具
は
、
各
コ
ー
ト
備

え
付
け
の
も
の
を
使
用
。

F華日町の

ゆ
㌧入

なりました』

　
、
り

ん
か

▼
今
か
壌
穴
隼
萬
の
二
十
歳
の
時
に

黛
響
麟
鑑
か
ら
十
日
町
に
嫁
い
で

灘
繋
．
腐
五
霧
田
の
大
熊

辮
藁
謬
、
ん
噂
す
。
す
で
に
二
児
の
母

親
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
夫
の
丈
夷
ぎ
ん
（
織
物
会
社
勤
務
）

　
　
京
都
の
繊
維
大
学
在
学
中
、
お

兄
ざ
ん
瀞
瞬
緩
生
と
い
う
こ
と
で
、

町
中
繁
生
の
時
か
ら
丈
夫
さ
ん
壱
知
り

合
い
、
ぞ
の
後
、
十
日
町
と
京
都
、

遠
く
離
れ
た
と
こ
ろ
で
も
文
通
な
ど

を
し
結
婚
し
た
恋
愛
カ
ッ
プ
ル
で
す
。

▼
結
婚
前
は
、
β
本
舞
踊
と
音
楽
（
コ

ン
サ
ー
ト
等
）
に
趣
味
を
持
っ
て
い
・

た
そ
う
で
す
が
、
結
婚
し
て
そ
ん
な

こ
と
も
全
く
出
来
な
く
な
っ
た
と
少

し
残
念
そ
う
で
し
た
、

諜
灘欝蟹

▼
期
間
＋
蟹
、
一
、
騰
賢
三
月
三
＋

日
㈹
の
毎
週
火
・
金
曜
日
の
午
前
十

時
か
ら
正
午
（
た
だ
し
、
祝
祭
日
を

除
き
ま
す
）

▼
会
場
　
市
民
体
育
館

▼
対
象
　
軟
式
庭
球
に
関
心
の
あ
る

市
内
在
住
の
婦
人

　
「
十
β
町
に
来
る
前
、
実
は
、
き

も
の
の
産
地
と
い
う
こ
と
知
ら
な
カ

っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
も
紬
な
ど
は

知
っ
て
い
ま
し
た
が
．
・
：
・

　
こ
の
十
β
醒
と
い
う
と
こ
ろ
。
京

都
に
く
ら
べ
て
、
の
万
び
り
、
自
然

的
と
い
う
力
　
年
々
変
化
が
あ
り

そ
う
い
う
こ
と
か
ら
先
が
楽
し
み
な

感
じ
が
し
ま
す
一
と
十
日
町
の
印
象
。

▼
先
日
、
市
主
催
の
施
設
見
学
に
参

加
し
た
朋
子
さ
ん
、
そ
の
感
想
を
、

「
初
め
て
の
参
撫
で
し
た
が
，
生
活

を
す
る
上
で
、
本
当
に
実
の
あ
る
見

学
で
し
た
。
中
で
も
衛
生
セ
ン
タ
ー

ま
、
警
段
、
主
婦
と
し
て
や
る
べ
き

こ
と
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
現
在
は
、
こ
の
地
に

古
く
か
ら
伝
わ
る
ふ
る
さ
と
料
理
を

必
残
に
な
っ
て
覚
え
よ
う
と
頑
張
っ

て
い
る
十
日
群
の
人
で
す
。

▼
申
込
み
　
期
間
中
に
直
接
会
場
に

来
て
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

o
受
講
料
は
無
料

o
経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん

O
ラ
ケ
ッ
ト
は
各
自
で
用
意

o
服
装
は
運
動
の
で
き
る
も
の
、
体

育
館
用
の
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
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都市に緑と公園を4
　　　　　　…10月は都市緑化月間…

　都市における緑豊かな生活環境の確保を総合的に推進するため、

毎年10月1日から31日までの／カ月間がr都市緑化月間」として

さだめられています。

　今年度は都市公園法施行25周年でもあり、「安全と健康は緑の街

から」をサブテーマに、都市公園整備推進大会が全国各地で開催

’
●

嫉

　
旧

間
甫

目
P醗櫛

p

ー
靴「

い
・

　ま蓼騨、

検

されるほか、一般募金活

動が全国的規模で展開さ

れます。うるおいのある

街、緑豊かな街づくりを

めざし、私達一人ひとり

のそして地域ぐるみの理

解と協力で緑の保全美化

に努めましょう。

愛
と
人
間
讃
歌
の
ド
キ
ュ
メ
ン
ト

映
画
「
い
ま
で
き
る
こ
と
」
を
上
映

～
手
話
サ
ー
ク
ル
～

　
国
際
障
害
者
年
の
『
完
全
参
加
と

平
等
」
の
テ
ー
マ
を
実
り
あ
る
も
の

に
と
作
ら
れ
た
映
画
“
い
ま
で
き
る

こ
と
”
を
下
記
の
β
程
で
上
映
い
た

し
ま
す
。
ド
キ
論
メ
ン
ト
に
描
か
れ

た
障
害
を
も
つ
子
ど
も
た
ち
、
青
年

た
ち
の
ひ
た
す
ら
に
生
き
る
真
実
の

姿
が
深
い
感
動
を
呼
ん
で
い
る
も
の

で
す
。
．

　
手
話
サ
墾
ク
ル
（
函
中
伊
作
会
長
）
．

が
七
月
か
ら
行
っ
て
い
た
手
話
講
習

下
条
藤
田
タ
ケ
さ
ん

藤
田
タ
ケ
さ
ん
は
、
明
治
十
四
年

生
ま
れ
、
戸
籍
上
は
十
一
月
七
日
生

ま
れ
で
す
が
、
本
当
は
八
月
八
日
が

誕
生
日
、
満
百
歳
で
す
。

　
十
五
日
、
県
の
矢
部
障
害
福
祉
課

長
、
諸
里
市
長
ら
が
お
祝
い
に
か
け

つ
け
る
と
キ
チ
ン
と
正
座
し
、
威
儀

を
正
し
て
迎
え
、
百
年
を
生
き
抜
い

た
明
治
女
の
気
骨
を
み
せ
て
い
ま
し

た
。
温
い
家
族
に
囲
ま
れ
て
平
和
な

毎
日
で
す
。

会
の
最
終
と
い
う
こ
と
に
併
せ
、
こ

の
映
画
の
上
映
と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
広
く
市
民
の
皆
き
ん
と
共
通
の
場

で
障
害
者
問
題
に
対
す
る
理
解
を
深

め
る
こ
と
に
役
立
つ
も
σ
と
願
っ
て

い
ま
す
。

o
と
き
＋
月
三
旦
O
瞬
、

　
　
　
　
　
　
夜
　
七
時
か
ら

0
と
こ
ろ
市
民
会
館

O
入
場
は
無
料
で
す
の
で
多
数
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

な
つ
メ
ロ
歌
謡

チ
ャ
リ
テ
ィ
シ

　
共
同
募
金
会
で
は
、
つ
ぎ
の
と
お

り
、
「
な
つ
メ
ロ
歌
謡
チ
ャ
リ
テ
ィ
シ

ョ
ウ
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
現
在
、
各
団
体
の
奉
仕
者
等
の
ご

協
力
に
よ
り
入
場
券
を
発
売
し
て
い

ま
す
の
で
、
多
数
の
み
な
さ
ん
の
ご

ヨ
ウ
を
開
催

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
日
時
十
月
四
日
（
日
）
午
後
二
時

　
　
　
　
か
ら
と
午
後
六
時
三
十
分

　
　
　
　
か
ら
の
二
回
興
業
で
す
。

　
場
所
　
市
民
体
育
館

　
出
演
者
　
な
つ
メ
ロ
愛
好
会

地
域
特
別
分
醸
住
宅
購
入
者
に
利
子
補
給

　
県
で
は
、
持
家
取
得
の
推
進
を
図

る
た
め
、
県
住
宅
供
給
公
社
の
地
域

特
別
分
譲
住
宅
を
購
入
し
た
人
に
対

し
利
子
補
給
を
行
っ
て
い
ま
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
地
域
特
別
分
譲
住
宅
と
は

　
住
宅
金
融
公
庫
の
割
増
融
資
と
県

か
ら
の
援
助
に
よ
り
購
入
者
の
負
担

を
軽
減
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
公

社
の
分
譲
住
宅
で
す
。

▼
公
庫
の
割
増
融
資

　
通
常
の
公
社
分
譲
住
宅
よ
り
二
百

五
十
～
三
百
万
円
程
度
の
割
増
融
資

（
年
利
五
・
五
欝
）
が
受
け
ら
れ
ま

す
。

　
例
　
分
譲
価
格
　
千
七
百
万
円

　
　
　
公
庫
融
資
　
九
百
六
十
万
円

　
　
　
（
通
常
は
七
百
十
万
円
）

▼
県
の
援
助

　
公
庫
償
還
残
金
の
一
鄭
相
当
額
を

五
年
間
利
子
補
給
し
ま
す
。

▼
分
譲
住
宅
を
購
入
で
き
る
人

o
前
年
一
年
間
の
収
入
金
額
が
、
給

与
所
得
の
み
の
人
の
場
合
、
三
百
九

十
万
円
以
下
、
そ
の
他
の
人
の
場
合

二
百
六
十
七
万
円
以
下
の
人
で
す
。

O
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
人

▼
分
譲
住
宅
の
申
込
み
受
付
期
間

　
　
昭
和
五
十
六
年
九
月
二
十
日
か

　
ら
十
月
三
日
ま
で
。

▼
分
譲
団
地

　
十
日
町
市
上
原
（
八
戸
）

▼
く
わ
し
い
こ
と
は
、
市
役
所
建
設

部
建
設
課
建
築
住
宅
係
（
8
七
ー
三

一
一
一
番
内
線
二
五
〇
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

小
干
谷
市
で
県
芸
術
祭
特
別
公
演

”
新
ヴ
ィ
ヴ
ァ
ル
デ
ィ
合
奏
団
”

　
県
芸
術
祭
特
別
公
演
「
新
ヴ
ィ
ヴ

ァ
ル
デ
ィ
合
奏
団
」
の
公
演
が
小
千

谷
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
■
日
時

　
　
　
十
月
二
十
八
日

　
　
　
　
　
午
後
六
時
半
開
演

　
■
場
所
　
小
千
谷
市
民
会
館

　
■
申
込
み
　
招
待
状
を
直
接
本
人

　
に
送
り
ま
す
の
で
「
招
待
状
申
込

み
」
を
小
千
谷
市
民
会
館
「
新
ヴ
ィ

ヴ
ァ
ル
デ
ィ
合
奏
団
」
公
演
係
あ
て

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　
ゆ
ず
り
ま
す
・
ゆ
ず
つ
て
く
だ
さ
い

◆
9
月
1
5
日
ま
で
の
受
付
分
（
希
望
者
は
市
役
所
経
済
部
商
工
課
内
消
費
者
協
会
へ
）

ゆ
　
ず
　
り
　
ま
　
す

オ
　
ル
　
ガ
　
ン

中
　
古

一
万
円

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

シ
ャ
ン
デ
リ
ア

〃

三
千
円

ス
ノ
ー
タ
イ
ヤ

（
ス
ズ
キ
フ
ロ
ン
テ
）

中
　
古

五
千
円

三
輪
バ
イ
ク

〃

六
万
円

ポ
ラ
ロ
イ
ド
カ
メ
ラ

〃

七
千
円

ス
ノ
ー
ス
パ
イ
ク

ラ
　
　
ジ
　
　
ア
　
　
ル

〃

三
万
円

シ
ル
バ
ー
編
機

シ
ル
バ
i
編
機

〃〃

三
万
五
千
円

～
四
万
円

一
万
円

ス
　
テ
　
レ
　
オ

〃

一
万
五
千
円

～
二
万

あ
　
ん
　
ま
　
機

〃

三
万
円

ゴ
　
ム
　
編
　
機

パ
ナ
グ
リ
ル

〃〃

一
万
五
千
円

五
千
円

ゆ
ず
っ
て
く
だ
さ
い

レ
　
ジ
　
ス
　
タ
　
ー

〃

二
万
円

品
　
　
　
名

規
　
格

希
望
価
格

長
府
ふ
ろ
葦

〃

相
談
で

べ
ど
ー
ベ
ッ
ト

中
　
古

三
千
円

雨
五
千
円

瞬
間
湯
わ
か
し
器

〃

〃

う
　
　
ば
　
　
車

〃

相
談
で

天
体
望
遠
鏡

〃

一
万
円

カ
　
ラ
　
オ
　
ケ

〃

一
万
五
千
円
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宿展にとう碧
　～作晶募集中～
◆会期　10月9日働・10日d，

　　　午前9時～午後8時

　　　10月11日（日）

　　　午前9時～午後4時

◆会場十日町市公民館
　　　　　　（市民会館）

◆作晶　10月2日㈹
　搬入　午前9時～午後8時30分

◆作晶　第1部　日本画

　　　第2部洋画
　　　第3部新しい美術

　　　第4部彫塑
　　　第5部工芸
　　　第6部書道
　　　第7部写真

第28回
▼
今
年
の
課
題

A
…
い
ま
学
園
（
職
場
）
か
ら
訴
え

る
　
B
…
わ
た
し
の
挑
戦
　
C
…
ひ

と
つ
の
出
合
い
　
D
…
同
世
代
へ
の

提
言
　
E
…
国
際
社
会
と
青
年

▼
参
加
資
格

　
昭
和
三
十
一
年
一
月
十
六
日
か
ら

昭
和
四
十
一
年
四
月
一
日
ま
で
に
生

青
年
の
主
張
・
原
稿
を
募
集

　
　
　
　
　
－
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
新
潟
県
大
会
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
れ
た
人
で
県
内
居
住
し
て
お
り
、

　
性
別
、
職
業
、
学
歴
、
国
籍
は
不
問
。

　
▼
締
切
り
…
十
月
一
・
一
十
三
日
囲

　
▼
応
募
方
法
　
課
題
か
ら
一
つ
選
び

　
五
分
以
内
で
発
表
終
え
る
原
稿
（
千

　
六
百
字
位
）
と
し
て
〒
九
五
〇
　
新

　
潟
市
弁
天
一
、
N
H
K
新
潟
放
送
局

　
青
年
の
主
張
係
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
．

：
き
り
と
り
線

　犬の登録と狂犬病予防注射を実施

　生後3ヵ月以上の犬は年1回の登録と年2

回の狂犬病予防注射を受けなければならない

ことになっています。今年の第2回の狂犬病

予防注射を下記の日程により実施しますので・

都合のよい会場においでください。

　犬の注射（登録）申込書は裏面にあります。

　　　　目　　程　　表

　◆青少年ホーム◆　3後期講座生募集3
十日町市勤労青少年ホームでは、後期講座を10月

から開講します。お早めに申込んで下さい。

◎期問　10月～3月
◎内容

講
座
名

実
習
日

募
集

　
人
員

教
材
費

（
一
ヵ
月
）

開
講
式

第
一

　
　
木
曜
日

第
三

三
十
名

千
二
百
円

十
月
一
日

花
　
道

第
二

　
　
木
曜
日

第
四

三
十
名

千
二
百
円

十
月
八
日

第
一

　
　
水
曜
日

第
三

二
十
名

七
百
円

十
月
七
日

料
　
理

第
二

　
　
水
曜
日

第
四

二
十
名

七
百
円

十
月
茜
日

茶
　
道

毎
週
月
曜
日

十
五
名

五
百
円

十
月
五
日

き
も
の

着
　
付

毎
週
金
曜
日

二
十
名

七
百
円

十
月
二
日

・NSTテレビで
』
憶
き
ろ
も 会儲凝孫慧纏鱈

1鐙丹2縫働午後2織．ノ・

撃鱗膿ん鱗嚢、
婚6り会の活難淋牽欝群策公驚

館（本譲）か敷監中継さ蕊審ず・

日（曜） 会　　場　　名 時　　間

10月13日

火曜日

川　　治　公　民　館 10：30～11：30

吉　田　集　会　所 13：30～13：40

就業改善センター 13：50～14；20

真　　田　小　学　校 14：30～14：40

名　ケ　山小学校 15：00～15：10

中’条　公　民　館 10：30～11：30

下　条　公　民　館 13：30～14：20

東下組生活改善センター 14：40～15：00

10月14日

水曜日

八　箇　小　学　校 10：10～10：40

羽　　根　　川　　荘 11：00～11：30

＋日町市民体育館 13：30～15：00

水　沢　出　張　所 10：30～11：30

馬　場　飼　育　所 13：30～14：20

野　中　小　学　校 14：40～15：00

10月15日
木曜日

十　日　町　保　健　所 10：30～1L30

大　井　田　公　民　館 13：30～14：30

10月16日
金曜日

新水克雪センター 10：30～10：50

赤　　倉　　分　　校 11120～11：30

：
き
り
と
り
線

り線とりき

◎受講資格　市内で働く青少年
◎申し込み　十日町市勤労青少年ホーム（盈7－8918番

　　　　　定貝になり次第締切ります。

第
三
回

　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
蕨
蔭
遍
僕
で
健
康
保

持
と
地
域
ク
ラ
ブ
の
交
流
を
は
か
る

た
め
、
第
三
回
高
齢
者
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
を
つ
ぎ
の
要
項
で
開
催
し
ま

す
の
で
多
数
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
期
日
　
十
月
二
日
（
雨
天
…
三
日
）

　
　
　
　
　
午
前
九
時
か
ら

◎
会
場
　
市
営
城
ケ
丘
野
球
場

◎
参
加
資
格
　
市
内
在
住
六
十
歳
以

上
の
人
で
、
①
、
一
チ
ー
ム
五
名
と

し
一
名
は
主
将
　
②
、
同
一
人
が
ニ

チ
ー
ム
以
上
に
出
場
で
き
な
い
。

◎
参
加
料
　
一
チ
ー
ム
　
千
円

　
　
（
申
込
時
に
納
入
す
る
）

◎
申
込
み
　
九
月
二
十
九
日
図
ま
で

に
市
役
所
体
育
課
（
台
七
！
三
一
一

一
番
内
線
二
七
五
）
へ
。

◎
集
合
時
間
な
ど
　
集
合
は
午
前
九

時
、
試
合
開
始
は
九
時
三
十
分

◎
そ
の
他
　
昼
食
は
参
加
者
が
用
意

す
る
こ
と
。
用
具
は
、
各
コ
ー
ト
備

え
付
け
の
も
の
を
使
用
。

F華日町の

ゆ
㌧入

なりました』

　
、
り

ん
か

▼
今
か
壌
穴
隼
萬
の
二
十
歳
の
時
に

黛
響
麟
鑑
か
ら
十
日
町
に
嫁
い
で

灘
繋
．
腐
五
霧
田
の
大
熊

辮
藁
謬
、
ん
噂
す
。
す
で
に
二
児
の
母

親
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
夫
の
丈
夷
ぎ
ん
（
織
物
会
社
勤
務
）

　
　
京
都
の
繊
維
大
学
在
学
中
、
お

兄
ざ
ん
瀞
瞬
緩
生
と
い
う
こ
と
で
、

町
中
繁
生
の
時
か
ら
丈
夫
さ
ん
壱
知
り

合
い
、
ぞ
の
後
、
十
日
町
と
京
都
、

遠
く
離
れ
た
と
こ
ろ
で
も
文
通
な
ど

を
し
結
婚
し
た
恋
愛
カ
ッ
プ
ル
で
す
。

▼
結
婚
前
は
、
β
本
舞
踊
と
音
楽
（
コ

ン
サ
ー
ト
等
）
に
趣
味
を
持
っ
て
い
・

た
そ
う
で
す
が
、
結
婚
し
て
そ
ん
な

こ
と
も
全
く
出
来
な
く
な
っ
た
と
少

し
残
念
そ
う
で
し
た
、

諜
灘欝蟹

▼
期
間
＋
蟹
、
一
、
騰
賢
三
月
三
＋

日
㈹
の
毎
週
火
・
金
曜
日
の
午
前
十

時
か
ら
正
午
（
た
だ
し
、
祝
祭
日
を

除
き
ま
す
）

▼
会
場
　
市
民
体
育
館

▼
対
象
　
軟
式
庭
球
に
関
心
の
あ
る

市
内
在
住
の
婦
人

　
「
十
β
町
に
来
る
前
、
実
は
、
き

も
の
の
産
地
と
い
う
こ
と
知
ら
な
カ

っ
た
ん
で
す
。
そ
れ
で
も
紬
な
ど
は

知
っ
て
い
ま
し
た
が
．
・
：
・

　
こ
の
十
β
醒
と
い
う
と
こ
ろ
。
京

都
に
く
ら
べ
て
、
の
万
び
り
、
自
然

的
と
い
う
力
　
年
々
変
化
が
あ
り

そ
う
い
う
こ
と
か
ら
先
が
楽
し
み
な

感
じ
が
し
ま
す
一
と
十
日
町
の
印
象
。

▼
先
日
、
市
主
催
の
施
設
見
学
に
参

加
し
た
朋
子
さ
ん
、
そ
の
感
想
を
、

「
初
め
て
の
参
撫
で
し
た
が
，
生
活

を
す
る
上
で
、
本
当
に
実
の
あ
る
見

学
で
し
た
。
中
で
も
衛
生
セ
ン
タ
ー

ま
、
警
段
、
主
婦
と
し
て
や
る
べ
き

こ
と
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
現
在
は
、
こ
の
地
に

古
く
か
ら
伝
わ
る
ふ
る
さ
と
料
理
を

必
残
に
な
っ
て
覚
え
よ
う
と
頑
張
っ

て
い
る
十
日
群
の
人
で
す
。

▼
申
込
み
　
期
間
中
に
直
接
会
場
に

来
て
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

o
受
講
料
は
無
料

o
経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん

O
ラ
ケ
ッ
ト
は
各
自
で
用
意

o
服
装
は
運
動
の
で
き
る
も
の
、
体

育
館
用
の
シ
ュ
ー
ズ
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
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　犬の注射（登録）についてお知らせ

　昭和56年度第2回目の狂犬病予防注射及ぴ

未登録犬の登録を裏面日程表のとおり実施し

ますので都合のよい会場においでください。

会場に持参するもの

　1．この申込み書

　2．料　　　　金

　昭和56年度登録済犬1，500円（注射のみ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　き　昭和56年度未登録犬3，600円（登録と注射）

　3．印　　　　鑑
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り

　　　犬の注射（登録）申込書
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と

り
　
　
線
－

町（部落）名

世帯主氏名
電話・有線番号

犬　の　種　類

〃　　年　齢 歳　　　　ヵ月

〃　　毛　色

〃　　性　別 オス　　・　　メス

〃　　名　前

〃　　体　格 大　・　中　・　小

：
：
き
　
　
り
　
　
と
　
　
り

継
擦
麟
纒
盤
蟻

線
：

事
業
名

期
　
日

受
付
時
間

会
　
場
名

対
象
児

参
集
区
域

は
に

た
い

か
れ

の
き

児
を

月
歯

力
ら
。

6
か
い

歳
す
さ

3
ま
だ

■
　
り
く

児
あ
て

月
が
来

力
診
て

6
検
い

歳
科
が

1
歯
み

●お
願
い

3
歳
児
検
診

10

月
14
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
2
時

保
健
セ
ン
タ
ー

詔
年
4
月

生
れ
の
児

域全

1
歳
6
ヵ
月

児
　
検
　
診

10
月
1
6
日

　
（
金
）

午
後
1
時

～
2
時

防
年
4
月

生
れ
の
児

4
ヵ
月
児
検

診
並
び
に
育

児
　
学
　
級

10

月
21
日

　
（
水
）

午
後
1
時

～
1
時
30
分

％
年
6
月

生
れ
の
児

10

カ
月
児

身
体
測
定

10

月
20
日

　
（
火
）

午
後
1
時

～
3
時

茄
年
12
月

生
れ
の
児

（
該
当
外
で

も
希
望
の
あ

る
人
）

　
）

、
　
　
分

し
　
　
月

な
　
ω

の歯
子

し
い

む
よ

住
　
　
　
所

氏
　
　
　
名

保
護
者

尾
　
　
　
崎

小
川
由
希
子

正
　
　
夫

中
条
旭
町

藤
木
　
　
吉
朗

吉
　
　
仁

南
新
田
町

山
田
久
美
子

金
　
　
二

高
田
町
三
西

庭
　
野
　
　
真

好
　
　
一

No

きりとり線

　
　
　
1
0
月
の
休
日
救
急
医

　
…
4
日
池
田
医
院
（
本
町
西
一
丁
目
）
…

　
　
　
　
　
　
壼
2
の
2
5
8
1
番
㎜

　
　
　
　
　
上
村
病
院
（
中
里
村
田
中
）

　
　
　
　
　
　
9
・
2
5
7
6
3
－
2
…
番
…

　
…
1
0
日
　
山
口
医
院
（
袋
町
中
）

　
…
（
体
宵
の
旦
　
8
2
の
2
1
7
4
番
…

　
㎜
n
日
　
富
田
医
院
（
神
明
町
）

　
　
　
　
　
　
魯
2
の
3
2
6
9
番
…

　
　
　
　
　
漣
”
南
病
院
（
津
南
町
大
割
野
）
　
皿

　
　
　
　
　
8
0
2
5
7
6
－
5
の
3
1
6
1
番
　
…

　
…
．
B
日
　
大
島
医
院
（
川
原
町
）

　
　
　
　
　
　
魯
2
の
2
9
5
7
番
…

　
…
2
5
日
　
中
条
病
院
（
北
原
）

　
　
　
　
　
　
魯
7
の
も
0
1
8
番

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
後
時

根
茂
織
物
㈱
　
間
午
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
～

睦
織
物
　
時
前
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
1
0

小
児
マ
駕
葦
鷺
ク
ヂ
鷺
装
与
ヨ
程

●
該
当
者

ω
一
回
目
　
昭
和
弱
年
1
月
1
日
～
昭
和
弱
年
6
月
30
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

ω
二
回
目
　
昭
和
55
年
7
月
－
日
～
昭
和
5
5
年
1
2
月
31
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

⑥
そ
の
他
　
4
歳
迄
の
人
で
、
一
度
も
生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
投
与
を
受
け
て
い

　
な
い
人
と
一
回
し
か
受
け
て
い
な
い
人

●
料
　
金
　
無
料

●
投
与
を
受
け
ら
れ
な
い
人

有
熱
者
、
病
後
衰
弱
の
著
し
い
人
、
下
痢
を
し
て
い
る
人
、
そ
の
他
医
師
が
不

適
と
認
め
た
人

地
　
　
区
　
　
名

十
日
町
地
区

新
座
・
大
井
田
地
区

六川中

箇治条

地地地

区区区

水下吉

沢条田

地地地

区区区

月

日

10

月
6
日
㈹

10

月
7
日
困

10

月
8
日
困

受
　
寸
　
時
　
間

午
後
－
時
5
0
分

～
午
後
2
時
3
0
分

実
施
会
場

保
健
セ
ン
タ
ー

むし歯のない
よい子
　　　（9月分）

献血車
日程

10

月
7
日

10

月
8
目

臓
潮
轡
鐵
鰻
耀
撫
胤
饗
灘
鯵
窟
礎
鱗
燕
診
組
程

期
　
　
日

検
診
時
間

会
　
場
　
名

対
　
　
象
　
　
地
　
　
区

10

月
1
日
困

午
前
9
時
30
分

～
午
前
11
時
30
分

保
健
セ
ン
タ

春
日
町
1
、
2
、
3
、
高
田
町
4

5
、
6
、
寿
町
1
、
2
、
3
、
4

午
後
1
時

～
午
後
3
時

高
山
2
、
3
、
4
、
錦
町
1
、
2
、
千

歳
町
、
桜
木
町
、
美
雪
町
1
、
2
、
3

10

月
6
日
図

午
前
9
時
30
分

～
午
前
11
時
30
分

北
新
田
2
、
3
、
城
之
古
1
、
2
、

3
、
東
町

午
後
1
時

～
午
後
3
時

川
治
下
町
2
、
3
、
妻
有
町
1
、
2
、

谷
内
丑
1
、
2
、
北
新
田
1

10

月
7
日
困

午
前
9
時
30
分

～
午
前
n
時
30
分

塚
原
町
、
関
根
1
、
2
、
浅
之
平

山
本
1
、
2
、
3
、
4
、
5

午
後
1
時

～
午
後
3
時

川
治
上
町
、
中
町
、
内
後
、
川
治

下
町
1
、
河
内
町

※
個
人
通
知
を
忘
れ
ず
に
会
場
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
該
当
日
が
都
合
の
悪
い
か
た
、
個
人
通
知
の
い
か
な
い
か
た
で
会
社
等
で

　
受
診
さ
れ
な
い
か
た
は
も
よ
り
の
会
場
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

※
も
し
都
合
で
受
診
さ
れ
な
か
っ
た
か
た
は
通
知
書
を
後
日
受
診
の
時
に
持

　
参
し
て
く
だ
さ
い
。

査
望
澱
鰹
曇
繋
腰
薦
聯
礎
鞍
浴
程

●
該
当
者
満
3
歳
か
ら
1
5
歳
迄
の
人

●
料
　
金
満
3
歳
か
ら
小
学
校
入
学
前
の
人
一
回
百
円
（
接
種
当
日
持
参
〉

●
受
け
て
は
い
け
な
い
人

生
ワ
ク
投
与
・
麻
し
ん
接
種
を
受
け
た
後
一
ヵ
月
を
経
過
し
て
い
な
い
人

有
熱
者
、
病
後
衰
弱
の
著
し
い
人
、
鶏
卵
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
者
、
そ
の
他
医
師

が
不
適
と
認
め
た
人実

　
　
　
　
　
　
　
月
　
　
　
日

受
付
時
間

実
施
会
場

地
　
区
　
名

一
　
回
　
　
目

二
　
回
　
　
目

東
小
学
校
区

10

月
9
日
囲

10
月
2
3
日
囲

午
後
1
時

～
2
時

分分

東
小
学
校

馬
場
小
学
校
区

午
後
1
時

～
2
時

分
1
分

馬
場
小
学
校

珠
田
分
校
区

午
後
2
時

～
2
時

分分

珠
田
分
校

”
　
治
地
　
区

（
国
道
よ
り
東
側
）

10

月
13
日
㈹

10

月
27
日
㈹

午
後
1
時

～
2
時

分分

保
健
セ
ン
タ
ー

飛
一
小
学
校
区

午
後
2
時

～
2
時
⑳
分

飛
一
小
学
校

飛
二
小
学
校
区

午
後
2
時
　
分

～
2
時
　
分

飛
二
小
学
校

枯
木
又
分
校
区

午
後
2
時
　
分

～
3
時

枯
木
又
分
校

六
箇
小
学
校
区

10
月
1
5
日
困

10
月
2
9
日
㈱

午
後
1
時

～
1
時

分分

六
箇
小
学
校

野
中
小
学
校
区

午
後
2
時
1
分

～
2
時

分

野
中
小
学
校

（
右
記
以
外
の
地
区
の
予
定
は
次
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

◎
注
意
事
項

o
投
与
・
接
種
前
は
健
康
管
理
に
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

o
投
与
・
接
種
当
日
の
朝
は
体
温
測
定
を
忘
れ
ず
に
。

o
母
子
健
康
手
帳
・
印
か
ん
を
忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

O
問
診
票
は
保
護
者
が
責
任
を
も
っ
て
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
保
護
者
で
な
い
人
が
同
伴
す
る
場
合
は
、
前
も
っ
て
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま

　
で
取
り
に
き
て
く
だ
さ
い
）
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O
－

：
と
じ
て
保
存
し
て
く
だ
さ
い
－

：
○

窃
8
”
防
突
デ
ー
で
電
ほ
《
の
家

　
日
ご
と
に
寒
く
な
り
、
暖
房
器
具

を
多
用
す
る
季
節
を
迎
え
、
十
日
町

地
域
消
防
本
部
で
は
、
火
災
の
多
発

す
る
こ
の
季
節
を
前
に
全
国
に
先
が

け
て
、
十
一
月
一
日
～
七
日
ま
で
秋

　
　
十
’
月
一
日
～
七
日

季
火
災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　
期
間
中
に
、
消
防
職
員
、
消
防
団

員
が
各
事
業
所
や
家
庭
に
火
の
元
検

査
に
伺
い
ま
す
。

　
冬
の
火
災
原
因
で
最
も
多
い
の
は

◎
ス
ト
ー
ブ
、
コ
タ
ツ
の
不
注
意
で

特
に
ス
ト
ー
ブ
の
真
上
の
干
物
は
危

険
で
す
。
ま
た
、
年
間
を
通
じ
て
多

い
の
は
、
◎
天
ぶ
ら
鍋
の
着
火
　
◎

石
油
風
呂
釜
掃
除
不
良
に
よ
る
異
常

燃
焼
で
す
。
十
分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
冬
期
間
は
、
雪
囲
い
な
ど

の
た
め
避
難
口
が
ふ
さ
が
り
ま
す
が
、

確
保
す
る
よ
う
努
力
し
、
特
に
、
身

体
不
自
由
者
、
老
人
、
幼
児
は
避
難

し
や
す
い
場
所
に
寝
せ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
市
内
で
は
、
雪
の
重
力
に

　
　
嵩

　
　
蛎

ー
盗
懸
糊
購
響
で
す
ー

　
四
月
か
ら
毎
月
一
日
に
開
催
し
て
き
た
市
民
と
語
る
日

は
、
次
回
が
最
終
回
で
す
。
日
頃
考
え
て
お
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
ら
気
軽
に
ご
出
席
く
だ
さ
い
．
お
問
い
合

わ
せ
と
．
こ
連
絡
は
総
務
課
企
画
広
報
係
（
8
七
ー
三
｝
一

一
番
内
線
二
三
六
）
へ
。

　
※
市
民
と
語
る
日
は
、
冬
期
間
休
み
で
す
。
来
年
四
月

か
ら
再
開
し
ま
す
。

秋
季
火
災
予
防
運
動

よ
る
プ
・
パ
ン
ガ
ス
事
故
が
多
発
し

ま
す
が
、
一
瞬
に
し
て
大
惨
事
を
引

き
起
こ
し
危
険
で
す
か
ら
屋
外
の
配

管
、
メ
ー
タ
r
部
分
に
は
、
雪
の
力

が
か
か
ら
な
い
よ
う
丈
夫
な
囲
い
を

　
し
て
く
だ
さ
い
。

市
有
財
産
公
売
公
告

広寅と謂Fる∠i7

11月1日（日）市役所で

午後3時～7時

地場産業振興センター着工

　
地
場
産
業
の
振
興
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
の
殿
堂
と
し
て
、

今
後
の
産
地
発
展
の
拠
点
と
な

る
地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の

起
工
式
が
、
十
四
日
、
諸
里
市

長
、
田
淵
県
商
工
労
働
部
長
、

関
係
市
町
村
長
ら
が
出
席
し
て

市
内
宇
都
宮
の
同
セ
ン
タ
ー
建

設
予
定
地
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
五
十
八
年

三
月
竣
工
を
め
ざ
し
、
文
字
通

り
地
場
産
業
振
興
の
切
り
札
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
旧
十
日
町
警
察
署
第
三
宿
舎
敷
地

を
左
記
の
と
お
り
公
売
し
ま
す
。
買

受
け
希
望
者
は
現
場
熟
覧
の
う
え
入

札
し
て
く
だ
さ
い
。

公
売
物
件
　
　
土
地

　
所
在
　
十
日
町
市
字
西
四
ノ
町

　
地
番
寅
甲
五
四
番
二
（
西
浦
東
）

　
地
目
宅
地

　
地
積
　
台
帳
・
実
測
面
積
と
も

　
百
六
・
四
七
㎡
（
三
二
・
二
坪
）

契
約
条
項
を
示
す
場
所
及
び
期
間

　
場
所
　
市
総
務
部
財
政
課
管
財
係

　
期
間
　
十
一
月
五
日
ま
で

入
札
場
所
　
市
役
所
小
会
議
室

入
札
日
時
　
十
一
月
五
日
、
午
後
一

　
　
　
　
　
時
三
十
分
（
即
日
開
札
〉

入
札
保
証
金
　
各
自
見
積
額
の
百
分

　
の
五
以
上
。
入
札
保
証
金
は
入
札

　
終
了
後
に
こ
れ
を
還
付
し
ま
す
．

　
た
だ
し
、
落
札
者
の
入
札
保
証
金

　
は
契
約
保
証
金
に
充
当
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
詳
細
は
財
政
課
管
財

係
（
8
七
－
三
二
一
番
内
線
二
三

九
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

目の不自由な人のために

　　　　角膜移植で光を

　　　　　ロ　　　　　ロ　　　　　コユ　　　　　　ロ　　　　
　ライオ糠夢藤、灘壁動

　
「
角
膜
移
植
で
、
目
の
不
自
由
な
人

に
、
愛
と
希
望
の
光
を
…
…
」
と
十

日
町
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
　
（
星
名
甲

子
郎
会
長
）
で
は
、
ア
イ
バ
ン
ク
献

眼
運
動
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
．

　
ア
イ
バ
ン
ク
運
動
は
、
自
分
の
死

後
、
角
膜
を
提
供
す
る
こ
と
を
約
束

し
、
眼
球
銀
行
（
ア
イ
バ
ン
ク
）
に

献
眼
登
録
を
進
め
る
運
動
で
す
。

　
角
膜
は
、
目
の
ク
・
メ
の
表
面
を

被
っ
て
い
る
透
明
な
膜
で
、
こ
れ
を

通
し
て
始
め
て
物
が
見
え
る
の
で
す

が
、
病
気
や
ケ
ガ
な
ど
で
白
く
濁
る

と
見
え
な
く
な
り
ま
す
。
一
旦
混
濁

し
て
し
ま
っ
た
角
膜
は
、
手
術
で
も

薬
で
も
透
明
に
す
る
こ
と
は
不
可
能

で
、
正
常
な
角
膜
を
移
植
し
な
け
れ

ば
視
力
を
回
復
で
き
ま
せ
ん
。
善
意

の
眼
球
（
角
膜
）
提
供
者
が
あ
っ
て

始
め
て
手
術
が
可
能
な
の
で
す
。

　
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
呼
び
か
け

に
こ
た
え
て
、
新
た
に
、
十
四
歳
か

ら
七
十
二
歳
ま
で
の
三
十
四
人
の
方

が
献
眼
登
録
を
し
て
い
ま
す
が
、
死

後
身
体
に
メ
ス
を
入
れ
る
こ
と
に
は

わ
り
切
れ
な
い
面
も
あ
る
で
し
ょ
う

が
、
亡
く
な
っ
て
し
ま
え
ば
灰
に
な

っ
て
し
ま
う
目
で
す
。
　
一
人
で
も
多

く
の
角
膜
障
害
者
を
救
っ
て
社
会
復

帰
の
で
き
る
よ
う
あ
な
た
の
目
の
提

供
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
お
問
い
合
せ
は
、
十
目
町
ラ
イ
ォ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
（
盈
七
－
五
】
一
一
番
）
へ
。


